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平成２９年第１回立科町議会定例会会議録 

 

１．招集年月日 平成２９年３月７日（火曜） 

１．招集の場所 立科町議会議場 

１．開会    午前１０時 宣告 

１．応招議員 

    １番 今井 英昭   ２番 森澤 文王   ３番 今井  清 

    ４番 村田 桂子   ５番 両角 正芳   ６番 村松 浩喜 

    ７番 榎本 真弓   ８番 森本 信明   ９番 西藤  努 

   １０番 滝沢寿美雄  １１番 田中 三江  １２番 土屋 春江 

 

 

１．不応招議員 な し 

１．出席議員  １２名 

１．欠席議員  な し 

１．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職・氏名 

  町長 米村匡人   副町長 山浦智城   教育長 宮坂 晃 

  総務課長 長坂徳三   企画課長 遠山一郎   町民課長 斉藤明美 

  建設課長 片桐栄一   農林課長 今井一行   観光事業推進室長 阿部文秀 

  観光商工課長 市川清美   会計管理者 小平春幸   教育次長 市川正彦 

  たてしな保育園園長 中谷秀美   庶務係長 竹重和明 

  農業委員会長 宮下芳昭 

 

 

１．本会議に職務のため出席した者の職・氏名 

 議会事務局長 青井義和   書記 伊藤百合子 

 

散会   午後４時４５分 



2 

（午前10時00分 開議） 

 

議長（土屋春江君）  おはようございます。開会の前にお願い申し上げます。 

 一昨日の県消防防災ヘリコプター墜落事故により、搭乗していた９名全員がお亡く

なりになりました。犠牲になられた方々の中には、佐久広域連合消防本部から派遣の

職員の方もおられます。この事故により犠牲になられた全ての方々に対し、哀悼の意

をあらわすべく黙瓸をささげ、ご冥福をお祈りしたいと思います。 

 皆様、ご協力をお願いいたします。 

 ご起立ください。黙瓸。 

〔黙瓸〕 

議長（土屋春江君）  お直りください。ありがとうございました。 

 おはようございます。これから、本日３月７日の会議を開きます。 

 本日の会議において、蓼科ケーブルビジョンの議場固定カメラからの取材撮影並び

に信濃毎日新聞社の取材を許可してあります。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

◎日程第１ 一般質問 

議長（土屋春江君）  日程第１ 一般質問を行います。 

 本定例会には、９人の議員から一般質問の通告がなされています。 

 本日は通告順５番まで行います。 

 質問は通告順に一問一答方式で行いますが、議員各位並びに町当局は簡潔な質問、

答弁に留意され、実質的な審議を尽くされますようお願いいたします。 

 なお、質問時間は、答弁を含めて60分以内です。 

 最初に、３番、今井 清君の発言を許します。 

 件名は １．町の文化財に対しての姿勢 

     ２．スキー場の現状と今後の改善策についてです。 

 質問席から願います。 

 

〈３番 今井 清君 登壇〉 

３番（今井 清君）  ３番、今井 清です。 

 おはようございます。３番、今井 清です。通告に従いまして、質問をいたします。 

 まず初めに、昨年３月の定例会の折に、図書館を併設した町民交流センターの建設

について伺いましたが、中央公民館については、本年度、公共施設等総合管理計画を

策定して施設の長寿命化か建てかえかを検討するという回答でした。 

 公共施設等総合管理計画の策定につきまして、その後の進捗状況について町長に伺

います。 
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議長（土屋春江君）  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。米村町長、登壇の上、願いま

す。 

 

〈町長 米村 匡人君 登壇〉 

町長（米村匡人君）  おはようございます。ただいま、今井議員よりご質問ありました公共施

設等総合管理計画策定の進捗状況はということについて、お答えをさせていただきま

す。 

 国では、公共施設の老朽化や人口減少による利用需要の変化などが予想されるため、

長期的な視点を持って、更新、統廃合、長寿命化などを計画的に行い、財政負担の軽

減、平準化が必要とし、平成25年11月にインフラ長寿命化基本計画を策定をし、地方

公共団体には、公共施設等の総合的かつ計画的な管理を推進するための計画策定を求

め、平成26年４月には、公共施設等総合管理計画の策定に当たっての指針が示されま

した。 

 町では、平成27年度から固定資産台帳の整備を行い、この３月公表に向け準備を進

めております。 

 施設保有量の削減目標や管理に関する基本的な考え方を定めて、次年度以降に個別

支援計画を、策定をしていくこととしております。 

議長（土屋春江君）  ３番、今井 清君。 

３番（今井 清君）  現在、策定中とのことですが、なかなか目に見えて進んでいるという印

象がございません。策定内容につきまして、立科町の公共施設はどんな物があるのか、

また現在、全部で何棟あるのか、総務課長に伺います。 

議長（土屋春江君）  長坂総務課長。 

総務課長（長坂徳三君）  お答えをいたします。 

 立科町が保有する公共建築物は、98施設でございます。延床面積は約ですが５万

2,000平方メートルです。役場庁舎、学校施設、町営住宅など多岐にわたっておりま

す。 

 また、公共施設の中には、道路、橋梁、上下水道施設が含まれております。道路延

長は約320キロ、橋梁は68橋です。上水道は約200キロ、配水池が９、ポンプ場が７施

設ございます。下水道は140キロ、７処理施設でございます。農道は約３キロ、林道

は約３キロ、林道橋といたしまして６橋ございます。道路や上下水道、町営住宅につ

きましては、既に長寿命化やストック点検などが行われ、計画的な改修が進められよ

うとしております。 

 また、公共建築物につきましても、来年度以降、個別施設計画を策定していくこと

となります。この策定につきましては、多くの皆様のご意見をお聞かせいただきたい

と思っておりますのでよろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 
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議長（土屋春江君）  ３番、今井 清君。 

３番（今井 清君）  ただいまのご回答で98も施設がある。そのほかに道路とかたくさんの施

設があるということですが、これにつきましては、町民皆さんの目に見えるように具

体的な施設名を挙げていただいて、建築年や改修状況を一目でわかるよう一覧表にし

て、進捗状況を広報や町のホームページなどで公開することが必要だと私は考えます。

開かれた町政につながるために、今後どのように対応されるのか、町長に伺います。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 公共施設等総合管理計画は、おおむね50ページ程度ですので、完成したところで

ホームページに公開できるよう準備をしております。 

 議員ご質問の施設名ごとの状況につきましては、資産台帳として整備しております

が、膨大なページとなり、現在、公開は予定をしておりません。次年度以降にそれぞ

れの公共施設について個別施設計画を策定をしていきます。既に、道路や上下水道な

ど一部計画が進んでいるところもありますが、公共建設物については、施設類ごとの

計画を作成していきます。この策定には多くの皆様からご意見を伺いながら策定をし

ていくことになりますので、ご協力を、お願いをいたします。 

議長（土屋春江君）  ３番、今井 清君。 

３番（今井 清君）  ただいまのご回答では、台帳について公開を予定していないってことな

んですが、これは、私、おかしいと思うんですね。やっぱり全部っていうことではな

くても主要な物、特にまあ、庁舎ですとか公民館、それから学校等の施設、そういう

主要な物については公開していただかないと、町民に対してわからない。まあ、町の

施策に関係することですので、その点について再度公開する必要があると私は思いま

すが、いかがでしょうか、町長に伺います。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 全てを公開をしないということではなくて、それについて必要なものについては、

皆さんのご意見を伺いながら策定をしていき、また、公開もしていくというような形

になるというふうに思ってはおります。 

議長（土屋春江君）  ３番、今井 清君。 

３番（今井 清君）  では、そのような方向でよろしくお願いします。 

 さて、図書館の要望につきましては、あまりに年数がかかっているため、町民皆さ

んからすれば、いつになったら実現するのかわからないと、諦めともとれる声もござ

います。このように立科町は、以前から文化的なことについて、近隣町村と比較して

力を入れてこなかったのではないでしょうか。その認識はございますか、教育長に伺

います。 

議長（土屋春江君）  宮坂教育長。 
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教育長（宮坂 晃君）  お答えをいたします。 

 図書館の建立につきましては、多くの町民からそのご要望があること承知しており

ます。また、現在の図書室では、収蔵数に比べて非常に手狭であるということも承知

をしております。 

 今、議員の質問にありましたように、文化的なことと一口に申しましても、その字

種や範疇は、個人にかなり認識や評価の差があるのではないかというふうに思われま

す。町の文化度につきましても、まあ財政力等の問題もありますので、一概には、比

較はできないわけでございますけれども、施設設備はともかく、公民館活動なんかは

他市町村に比べてもかなり活発なほうではないかなというふうには思っております。 

 まあ、こっからはちょっと私見ではありますけれども、芸術や文化の香り高い町で

は、子供たちも豊かな情操が育まれるというふうに私は思っております。町民が自分

たちの町の文化にいつまでも誇りを持ち慈しみ守り発展させる町であってほしいとい

うふうに願っておりますし、また、そのようなまちづくりを目指したいというふうに

思っております。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  ３番、今井 清君。 

３番（今井 清君）  佐久市の旧浅科村には五郎兵衛記念館がございます。市川五郎兵衛さん

が江戸時代に蓼科山の湧水を水源として約20キロの用水路を引き、五郎兵衛新田を開

発した偉業をたたえ広く後世に伝えるため、その史料を展示し、昭和48年に開館しま

した。このことからも市川五郎兵衛さんの名は広く県内外に知れ渡り、現在、五郎兵

衛米は全国的に有名になり高値で取引されています。地域の特産品の販売に強い影響

力を持つようになりました。 

 立科町にも、そのころ六川長三郎さんが私財を投入して蓼科山の山麓に水源を求め、

６年もの歳月を費やして延長55キロの塩沢堰を完成させ、塩沢、細谷、観音寺の新田

開発を行いました。私たちがおいしい水を飲めるのもおいしいお米を食べられるのも、

六川長三郎さんの絶え間ない努力と強い精神力のおかげであります。初代六川長三郎

勝家さんの亡き後、六川家は現代まで世襲制により12代350年以上の長きに渡り塩沢

堰の維持管理を行い、立科の水を守ってきました。現代まで幾度となく災害による水

路が破損しましたが、その都度、その時代の六川長三郎さんが塩沢堰の改修を行い守

ってきました。 

 しかし、残念ながら、六川長三郎さんはあまりにも知られておりません。立科町は、

今まで六川長三郎さんの偉業を広く伝えてこなかったのではないでしょうか。記念館

もございません。歴史民俗資料館も廃止してしまいました。今のこの町の姿勢が、こ

の偉人を今後埋もれさせてしまうおそれがあると思いますが、このことにつきまして、

教育長に伺います。 

議長（土屋春江君）  宮坂教育長。 
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教育長（宮坂 晃君）  ちょっと長くなりますが、答弁をさせていただきます。 

 莫大な資金を投じて、そういう文化施設をつくったはいいけれども、現在になって、

途方もないお荷物になってしまうという例は、枚挙にいとまがないというふうに思っ

ております。このようなものは、その意義についてはやはり町民がしっかりと理解を

し、できた後もずうっと啓発活動をしていかないと同じ道をたどってしまうのではな

いかなというふうに思っています。 

 今、議員のお話にありましたように旧浅科村が歴史伝統と産業コンバインとした取

り組みというのは非常に学ぶべきところが多いというふうに思っています。同じこと

をして、二匹目のドジョウがいるとは思えませんけれども、地元の文化的な財産や環

境をどうやって生かしていくかということは、そういう視点は必ず持ち続けるべきだ

というふうには思います。 

 さて、六川長三郎さんでございますけれども、その果たした功績等からしますと、

検証する必要はあるというふうに強く思います。今のところ小学校では、土地改良区

から配られた本を使って勉強し、また読み聞かせのグループが紙芝居をつくって、子

供たちに紙芝居をやってよ、というようなことで、功績を後世に伝えようという取り

組みをしていただいております。また、心ある先生は子供たちを堰の見学に連れてっ

ております。 

 ３年前に、芦田宿交流館に情報発信をするべく展示パネルをつくったわけでござい

ますが、そのメーンになるのは、中山道と水と教育でありました。ジオラマもつくら

せていただきましたけれども、このジオラマというのは、六川長三郎さんの偉業を知

っていただくためにつくりました。 

 現在、教育委員会の所管ではなくなってしまったので、今の立ち位置はちょっとわ

かりませんけれども、学校の小中の校長先生にぜひこの交流館を活用して子供たちに

学びに来てくれというようなお願い申しました。 

 ぜひ、子供たちにこの偉業は知っていただくべきだと思いますし、これからコミュ

ニティスクールが始まりますので、ちょうどそれに詳しい方が講師となって、ぜひ小

中へ出かけていって偉業を伝えていただきたいというふうに思います。 

 繰り返しになりますけれども、形だけではなくて、心を伝えないと画竜点睛を欠く

というかそういうことが大変必要だというふうに思っています。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  ３番、今井 清君。 

３番（今井 清君）  前向きなご回答ありがとうございます。六川長三郎さんの史料につきま

しては、今後広く展示公開する場所が必要だと、私は考えております。このことから

も、六川長三郎記念館または立科町の歴史民俗資料館を建設する予定は今後ございま

せんか、町長に伺います。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 
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町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 非常に議員のおっしゃられることもすばらしいご提案なのかなというふうに思いま

すが、今現在、先ほどもお話をしたとおり、公共施設の総合管理計画を立てながら、

現在建っている施設の老朽化、またそれをどういうふうに維持をしていくのかという

ことが最優先だというふうに考えております。新たに建てるということは、またその

後に考えるべきことではないかなというふうに考えてはおります。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  ３番、今井 清君。 

３番（今井 清君）  今、目に触れる機会がなかなか少ないものですから申し上げております。 

 今後、まあ、中央公民館等建てかえるようになった場合につきましては、六川長三

郎さんの展示室等を新設することが必要だと考えますが、そのことにつきまして、町

長はどう考えますかお尋ねします。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 議員もおっしゃったとおり、中央公民館については、耐震基準を満たしていないと

いうふうに思っております。改装は早急に対応していかなければいけない問題の一つ

だというふうに理解はさせていただいております。この際には、図書館また交流ス

ペース、文化の継承をする必要なものなどを、併設していくのが望ましいと考えてお

りますが、最近の流れといたしまして、文化施設の建設は行政がトップダウンで、ま

たコンペ等で箱物を提供するものではなく、やはりこういうことには町民と議論を重

ねながら利用しやすいもの、何を町民が望んでいるのか、何が必要なのかということ

を、議論を重ねていきながら、心の通ったいつまでもやはり町民に利用していただく

施設をつくるというものが必要ではないかなというふうに考えてはおります。 

 全ての条件を満たすことは不可能なのかもしれないです。でも今回、伺ったような

ご意見も取り入れて考えていることは必要だというふうに思ってはおります。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  ３番、今井 清君。 

３番（今井 清君）  ぜひ、前向きにご検討していただきたいと思います。 

 町では、過去に、町民皆さんから歴史民俗資料館へと自宅にあった古い歴史的価値

のあるお宝を提供させました。やりや鉄かぶと、馬具や写真、古文書、民具などの骨

とう品が数多く提供されたと伺っております。しかしながら、そのお宝は現在どうな

っているのでしょうか。教育次長に伺います。 

議長（土屋春江君）  市川教育次長。 

教育次長（市川正彦君）  お答えします。 

 町民の皆さんから多くの貴重な史料をご提供いただきまして、昭和49年に蓼科園地

に開館しました歴史民俗資料館が建物の老朽化によりまして、平成26年に取り壊しと
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なりました。ここで、そのときに収蔵されておりました貴重な史料等が現在、ふるさ

と交流館に一部展示、今現在はちょっと工事中で外しておりますけれども、そのほか

の物につきましては、ふるさと交流館、また心かよう館の倉庫に保管してございます。 

議長（土屋春江君）  ３番、今井 清君。 

３番（今井 清君）  町民皆さんは、立科町の文化財として有効活用されるとの思いから、貴

重な品物を町に提供したと思います。今、倉庫の奥に眠っている文化財は、どのよう

な物が何点あって、どのように管理点検されているのか、教育次長に伺います。 

議長（土屋春江君）  市川教育次長。 

教育次長（市川正彦君）  お答えします。 

 現在、保管しております史料は、埋蔵文化財等の考古学史料が67点、東山道、中山

道等の街道関係の史料が79点、文等の史料が23点、開拓ですとか古文書等の諸記録の

関係が106点、衣食住等の生活関連が183点、農務等の生産なりわいの関係の史料が

106点、荷車等の運搬の関係資料が２点、それから教務ですとか教科書等の教育関係

の史料が119点、細書の関係で８点、楽器等の娯楽の関係が16点、消防のポンプです

とか水置き等の消防関係が８点、在郷軍人会等の旗の公共的な物の関係が９点、保科

五無斎関係の物が288点、そのほかの物で33点の計1,047点でございます。 

 管理等につきましては、史料につきましては全て写真におさめまして、史料ごとに

番号を振って管理台帳を作成して管理してございます。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  ３番、今井 清君。 

３番（今井 清君）  すごい量の品物が今、倉庫の奥に眠っている状況だと思います。これに

つきましては、どんな物が提供されているかってことは、町民皆さんにとっても知る

必要があるんじゃないかと考えております。これについて、主要な物等について町

ホームページ等の中で公表する必要があるかと思いますが、その点について、いかが

考えていますでしょうか。 

 また、所有者から、これについては返却してもらいたいというようなお問い合わせ

があれば、まあ返却する必要があるかと思いますが、このことについてはどう考えま

すか、教育次長に伺います。 

議長（土屋春江君）  市川教育次長。 

教育次長（市川正彦君）  お答えします。 

 今、議員おっしゃられましたように、多岐の数多くの史料がございます。当然、こ

ういった物を町民の皆さん方の目につくようにしていくというのが一番ベストな方向

だと思うんですが、今現在、まあ倉庫で保管している状況でございます。 

 今のはホームページ等で公表をということでございます。今申しましたように膨大

な史料がございます。これをホームページや広報紙等へ掲載していくというのはなか

なかちょっと難しい作業になろうかと思いますが、部分的にでも公開できる方法があ
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れば、これからまた今後、検討していきたいと考えております。 

 また、所有者の方から返却の要望があった場合ということでございますが、過去に

も数件ご要望がございまして、返却をさせていただいた事例がございます。そういっ

た事例があれば、また確認して返却できるような対応はしていきたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  ３番、今井 清君。 

３番（今井 清君）  まあ、一部でもぜひ人の目に触れさせてもらいたいと思いますが、立科

町にはそのように貴重な文化財が数多くございます。これにつきましては、人の目に

触れて初めて価値がでるものと私は考えています。倉庫の奥に保管されている現状に

つきましては、町民の思いを受けとめているとは到底思えません。今後、町民皆さん

から提供されたお宝を広く展示して、有効活用する必要があるとも考えますが、この

ことについて、教育長はどう考えますでしょうか、お伺いします。 

議長（土屋春江君）  宮坂教育長。 

教育長（宮坂 晃君）  お答えします。 

 議員、お尋ねのように全国には民俗資料館と呼ばれる施設は多数あります。近隣で

も旧望月町、また長和町にもございます。私、下市田村何回かお邪魔しましたけれど

も、そのときの印象では、利用者数は少ないのかなというふうに思いまして、まあ、

たまたまそうだったかもしれませんけれども、しかし、全国の中にはそういうふうな

民俗資料館がコアになって、地元の方と観光客がこう結びつく、非常にまさに、文化

センター的な立ち位置を果たしている施設も多数ございます。 

 私ども立科町の住んでいる人たちの生きざま、これが文化でありますけれども、そ

れが地元の方に誇りを持っていただく子供たちも、誇りを持っていただく観光客の方

もそれを楽しんでいただくというような施設であれば、ぜひつくっていきたいという

ふうには思います。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  ３番、今井 清君。 

３番（今井 清君）  ぜひ、前向きに検討してもらいたいと思います。 

 全国では歴史とか文化によるまちおこし事業が各地で始まっています。歴史文化で

地域を活性化することは十分可能であると考えます。立科町の歴史を振り返り、子供

たちに伝えていくことは、今の私たち大人の責任でございます。先人の絶え間ない努

力があって、今日があることを知る機会として、提供された数多くの品物を世に出す

こと、それを展示するよう強く求めまして、次の質問に移ります。 

 続きまして、索道事業については、今年の冬のスキーシーズンが間もなく終盤を迎

えます。昨年は年末から雪不足で大きな減収となりました。今年こそはの思いで営業

されていると思いますが、町長は、現状を視察されましたか。 
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 また、視察されて、当町の町営スキー場についてどのような感想をお持ちなのかお

答えください。 

議長（土屋春江君）  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。米村町長、登壇の上、願いま

す。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 昨シーズンのスキー場は、エルニーニョ現象などの影響で全国的な暖冬、雪不足の

シーズンでありました。このような状況から、今シーズンは、降雪施設としてのス

ノーマシーン２台を購入させていただき、ゲレンデ整備に努め、おかげさまで予定ど

おり12月15日にオープンすることができました。オープン前後には２回の降雨にも見

舞われましたが、１月の初めには全面滑走となりました。しかしながら、現在まで昨

シーズンと比べまして、来場者、売り上げとも約１割の増と聞いております。昨シー

ズンの状況から考えると、今シーズンはそれ以上を目標としているところでございま

す。 

 スキー場へ足を運びますとファミリーまたシニア層のお客様は増加しているように

思いますが、若者のスキー客が減少しているというふうに感じております。 

議長（土屋春江君）  ３番、今井 清君。 

３番（今井 清君）  今、町長のお答えがあったとおり、若者のスキー客の減少は私も感じて

います。 

 昨年は、特に厳しい状況だったと思いますが、本年度の今年のスキーシーズンの来

客数並びに売り上げにつきまして、昨年ではなく、平均的な年である一昨年と比較し

て、どのような状況であるのか、観光商工課長に伺います。 

議長（土屋春江君）  市川観光商工課長。 

観光商工課長（市川清美君）  お答えします。 

 今シーズンのちなみに状況といいますか、目標を、来場者数を13万人というふうに

目標を立てて、スキー場としては安心・安全で事故のないリフト運行、ゲレンデ整備、

施設等の整備に努め、お客様への接客では研修を行い、目標達成に向けてスタッフ一

同、スキー場運営を行っているところでございます。 

 一昨年のスキー場の来客数と売り上げ状況でございますが、見込み数値で、２月末

現在で、一昨年と比べまして来場者数で10％ほどの減、売り上げで16％ほどの減と、

こういう状況でございます。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  ３番、今井 清君。 

３番（今井 清君）  私も正月とか週末にスキーに行きましたが、特に感じたのは、２ｉｎ

１スキー場のお客様が少ないと思いました。ひところの若者たちのにぎわいがありま

せんでした。 

 また、以前、目にしておりましたスノーボード専用パークの施設が、お正月ごろ以
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前と施設が見当たりませんでした。これについてはなぜなのか、数字にもあらわれて

いるかと思いますが、２ｉｎ１スキー場の落ち込みの原因について調査研究をされて

いらっしゃいますか、観光商工課長に伺います。 

議長（土屋春江君）  市川観光商工課長。 

観光商工課長（市川清美君）  お答えします。 

 現在まだ、シーズン途中とは言え、今シーズンも、あと１カ月ほど残すのみとなり

ました。おおむねの傾向としまして、白樺高原国際スキー場は、先々シーズン、一昨

年のシーズンと比較しまして、ほぼ同じくらいでございます。昨シーズンよりは２割

ほど増の来場者、売り上げが見込めるのではないかと考えております。 

 また、しらかば２ｉｎ１スキー場でございますが、先ほど町長からもお話がありま

したが、若者スノーボーダーの減少と思われます。昨シーズンよりは１割ほどの増で

見込んでおります。先々シーズンの実績までは難しい状況でございますが、この２月

に入りまして売り上げが増加傾向にございます。 

 また、スノーボード専用パークにつきましては、あまり専門的ではなく、皆さんが

楽しく遊べるスノーパークということで、ウエーブやジャンプ台をつくるなどしてお

ります。１月の後半には、レール、ワンメイクができ、クロスのコースもでき上がっ

ております。 

 落ち込みの原因についてでございますが、昨年と比べますと増ではありますが、議

員おっしゃられるように、以前のにぎわいは見られませんが、詳細については、今後、

調査をしてまいりたいと考えております。 

議長（土屋春江君）  ３番、今井 清君。 

３番（今井 清君）  今のお答えの中にありましたが、専用の施設ですね、さっきおっしゃっ

たようなレールとかワンメイクというような専用の施設が、１月後半って今、お伺い

しました。ちょっと対応が遅かったんじゃないかって、私は考えてます。その原因と

その対策が、私は一番重要かと思っとります。そのところを改善してこなかったのが、

今の索道事業の赤字経営につながっているのではないでしょうか。 

 さて、今シーズンは、白樺高原国際スキー場がオープンから50周年、しらかば２ｉ

ｎ１スキー場がオープンから40周年の節目の年だとシーズンの直前に伺いました。私

は、今年40歳と50歳の方は無料にするとか、レディースデーやメンズデーと同じよう

に1,000円の割引料金にするよう要望をいたしましたが、受け入れていただけません

でした。当然、先シーズンから記念イベントについて考えていられたと思いましたが、

いつ企画会議を開催してどのような記念イベントを開催したのか、観光商工課長に伺

います。 

議長（土屋春江君）  市川観光商工課長。 

観光商工課長（市川清美君）  スキー場の50周年、40周年の記念事業でございますが、職員か

らさまざまな提案を出してもらい、10月に打ち合わせ会議を行ってまいりました。そ
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の中から、さきの12月定例会でお認めいただきました記念イベントとしての抽選会は、

長きに渡りご愛顧いただいておりますお客様への感謝の気持ちを込めまして実施する

ことといたしました。このほかにも、ロゴマークやステッカーの作成、ポスター、パ

ンフレット、ホームページなどでＰＲをしております。 

 先月25、26日に、約1,000名の方を対象にしまして抽選会を実施いたしました。好

評でありまして来シーズンにつながるものと考えております。 

議長（土屋春江君）  ３番、今井 清君。 

３番（今井 清君）  10月に打ち合わせ会議というのはちょっと遅かったんじゃないですかね、

少なくとも半年以上前からその企画会議については行うべきではないかと思います。

まあ、冬のシーズンが終了したら、直ちにその結果を検証して対策を立てて改善する

こと、それが一番重要なのではないかと考えます。来場されてるお客様対象の抽選会

も必要かと思いますが、スキーヤーやスノーボーダーが、このスキー場に来たいと思

わせる仕掛けが必要なのではないでしょうか。 

 隣のブランシュたかやまスキー場では、シニア世代の集客に力を入れ、会員制にし

て毎日コーヒー１杯無料サービスが受けられます。シニア会員対象にさまざまなイベ

ントや企画を打ち出しています。１人で滑るより仲間が要れば楽しみも倍増します。 

 今、スキー場でお金を使うのは、中高年世代と孫と来るおじいちゃんやおばあちゃ

んではないでしょうか。それには、白樺高原国際スキー場としらかば２ｉｎ１スキー

場のコンセプト、特徴を打ち出し、どのようなお客様をターゲットにするのか、どの

ような宣伝や企画をするのかを打ち出す必要があると考えますが、このことにつきま

して、観光事業推進室長は、どのように考えますか伺います。 

議長（土屋春江君）  阿部観光事業推進室長。 

観光事業推進室長（阿部文秀君）  お答えさせていただきます。 

 議員のおっしゃるとおり当町の特に白樺高原国際スキー場のコンペティターは、ブ

ランシュたかやまスキー場と心得ております。今期は特に新設のシニアクラブ、こち

らの会員が増加し全体の底上げになっているということも聞いています。また、３月

１日には、今期３回目のブラたか祭りがシニア層を対象に開催され、約320人が参加

しスキー以外の雪山の楽しさを体験するイベントも成功したようです。全国でも少な

くなったスキーヤーオンリーのスキー場の優位性も確実に効果を上げており、当町の

スキー場も見習うことが多数ございます。 

 今シーズンの課題等早期に精査し、ターゲットを明確化し、それぞれのスキー場の

強みを検証して、来期に向けた取り組みを強化したいと考えております。これは、販

促、販売促進のみならず、経営全般をして捉えることが肝要と思っております。 

議長（土屋春江君）  ３番、今井 清君。 

３番（今井 清君）  近隣にもすぐれたスキー場がございますので、そういったスキー場もぜ

ひ手本にしていただいて検討してもらいたいと思っています。 
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 一番重要なことは、お客様のニーズに合っているかどうかではないでしょうか。ス

キー場にはお客様の声のボックスが設置してあります。当然それは、来場しているお

客様がこのスキー場に対してどんなことを要望しているのか、不満に思っているのか、

そのデータを集計され改善するためものであると考えますが、昨年のお客様の声が何

通あって、どのような要望や不満が寄せられていたのか、主なものを５つ挙げていた

だきたいと思います。観光商工課長に伺います。 

議長（土屋春江君）  市川観光商工課長。 

観光商工課長（市川清美君）  お答えします。 

 両スキー場へは、お客様の声をお聞きするために、お気づきの点などご記入いただ

く用紙とボックスを備えております。 

 昨シーズンのお客様の声から、ゲレンデについて、施設について、飲食について、

それぞれご記入していただいたものが78通いただいております。主なものとしまして

は、喫煙スペースについてであります。また、雪が少ない、かたいというご意見がご

ざいました。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  ３番、今井 清君。 

３番（今井 清君）  本年度、その要望や不満な点は改善されましたか、重ねて観光商工課長

に伺います。 

議長（土屋春江君）  市川観光商工課長。 

観光商工課長（市川清美君）  喫煙スペースにつきましては、国際スキー場は、今シーズンは

場所を移動して対応をしております。 

 また、ゲレンデの整備につきましては、良好なゲレンデコンディションづくりに努

めております。 

議長（土屋春江君）  ３番、今井 清君。 

３番（今井 清君）  喫煙スペースについて改良していただいたということで、私も入り口付

近にあって、大変、たばこを吸わない者としてはちょっと嫌だなって感じていたんで

すが、改善していただいてよかったなと思っています。 

 声を投稿するお客さんは、このスキー場がどのように対応するのかを見ていると思

います。声を上げても何も変わらないのであれば、このスキー場は見限られてしまう

と思います。今は口コミの時代と言われています。私も宿泊先などを選ぶときは必ず

宿の口コミサイトを確認します。そのため、口コミの情報は、営業施設ではどこでも

重要視しています。悪い口コミを書かれると、途端にお客様が減ってしまいます。こ

のことにつきまして、観光商工課長はどう思われますか。お伺いします。 

議長（土屋春江君）  市川観光商工課長。 

観光商工課長（市川清美君）  口コミ情報ということでございますが、改善すべき点は、素早

い対応を心がけております。 
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 また、今後につきましても、素早く対応してまいりたいと思います。 

 お客様のさまざまな声に対しまして真摯に受けとめ、索道だけではなく、飲食、レ

ンタル、スキー学校等の事業者の皆さんとも協議し、スキー場全体でよりよいサービ

ス提供ができるよう努めてまいります。 

議長（土屋春江君）  ３番、今井 清君。 

３番（今井 清君）  今、特に若者は、スマホですとかＳＮＳとかそういったとこで情報が激

しい、すぐ情報が伝えますので、その辺について気を使っていただければよろしいか

なと思います。 

 さて、人口減少社会の到来とともに、日本国内のスキー人口も当然それに伴って減

少していくことは仕方のないことで、どこのスキー場でも苦戦している現状ではない

でしょうか。このことを打開するには、海外からのお客様にターゲットを変えていく

ことも今後必要だと考えます。 

 白馬村では、20万人の外国人スキー客が訪れているそうです。そのうちの半数以上

がオーストラリア人であり、オーストラリアは、今は夏で夏休みを利用して平均で

７泊から10泊の旅行者が多いとのことでございます。 

 私は、先日、白馬の八方尾根スキー場に視察に行ってきました。本当に多くの外国

人スキーヤーを見かけました。平日でございましたが、８割方は外国人のお客様で結

構にぎわっておりましてびっくりしました。白馬村では10年ほど前からオーストラリ

ア対象に誘客宣伝をしており、国内では北海道のニセコスキー場に次いで２番目に多

い外国人スキーヤーが、東京から新幹線や直行バスなどにより訪れています。外国人

スキー客の誘客宣伝活動については、先行して宣伝活動をしている白樺リゾートとの

連携が欠かせないと考えますが、このことについて観光事業推進室長はどうお考えか

お尋ねします。 

議長（土屋春江君）  阿部観光事業推進室長。 

観光事業推進室長（阿部文秀君）  お答えいたします。 

 白馬では、周辺自治体、それから白馬観光局が中心となり、季節が真逆のオースト

ラリアに絞り集客活動を行っています。国内でスキーを楽しむより日本でのスキーの

ほうが、渡航費用も含めて安価で雪質もいいことも白馬、ニセコを選ぶポイントにな

っているようです。 

 また、周辺10カ所のスキー場が、連携してリフト券を共通化券にし、宿泊、飲食も

それぞれ工夫を凝らしてサービス強化に努めて支持された今日の集客増につなげてい

るところと伺っております。 

 当町では、スキー場の規模からも同様の仕掛けは難しいと考えておりますが、近隣

のスキー場とのタイアップが進めば、首都圏からのアクセスからも良好であり、誘客

は十分可能と思いますが、これは時間がかかるものと思っております。ただ、近隣の

スキー場も同じ課題に直面しておりますので、早期の提携等に向けて協議をしてまい
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りたいと思っております。 

 また、外国人誘客には、スキーだけではなく農家民泊、グリーンツーリズムなどの

通年型の着地型旅行商品を造成し、販売を強化する必要がございます。ただ、残念な

がら、これを実現する担い手、組織が整備されておりません。しばらくは、白樺高原

で最もインバウンド、外国人の集客を積極的に行っている池の平ホテルさんや、観光

協会等との連携を強化してまいりたいと考えております。 

 ちなみに、先日発表されましたが、観光庁が発表した2016年の訪日外国人述べ宿泊

数は7,000万人と前年比８％増、長野県内では、５年前の5.2倍増、116万人を超えて

ございます。これに対して、当町では、昨年2016年実績で、まちづくり協議会ユー

ユーたてしなほっとステイ事業の農家民泊で、中国、台湾の学生を中心に22件、述べ

宿泊数605名、白樺高原宿泊施設では、2015年一昨年の実績でございますけども、延

べ宿泊数6,346人の実績がございました。うち、池の平ホテルさんのみで6,000人を超

えてございます。 

 さらなる誘客が必要であり、可能性は大いにあると思っております。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  ３番、今井 清君。 

３番（今井 清君）  ぜひ、実績のある施設と連携して、今後、集客増に当たっていくべきだ

と考えます。 

 まあ、冬の外国人の旅行者と言えば、アジア圏では春節と呼ばれる旧正月に中国や

台湾、韓国などから180万人以上の大勢の観光客が日本を訪れます。以前は爆買いで

知られていましたが、今の傾向は体験や日本食を味わい、日本文化に触れることの、

商品から事、経験に移りつつあります。特に、雪の降らないアジア圏の観光客は、雪

を見たいというニーズが多いとのことです。 

 このニーズを当スキー場の来客に結びつけていくことができないか、その点を考え

る必要があると思いますが、このことについて観光事業推進室長にお尋ねします。 

議長（土屋春江君）  阿部観光事業推進室長。 

観光事業推進室長（阿部文秀君）  お答えいたします。 

 春節での特に、中国、台湾からの観光客誘客は、特に魅力があります。スキーでは、

白馬、志賀高原等の大型のスキー場とは規模や発信力に差がございます。 

 当町の白樺高原ならではの、冬のアイテムを発信できればと考えております。例え

ば、ここ数年実施しております雪合戦大会、女神湖の湖上や多目的運動場を利用して

の雪遊び、また農家民泊や里山体験等資源ロケーションを最大限生かした取り組みを

官民一体となって推進してまいりたいと考えております。 

 ちなみに、昨年同時期に急遽開催した女神湖湖上での氷上遊び、巨大かまくらや滑

り台、ミニミニスケート場、ハートのオブジェ、こういったものを民間の方が作成し、

初日に、主に外国人観光客を中心に400名を超える来場者があったと聞いております。
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こういったイベントが継続的に開催できれば、スキー場とともに活性化することと思

っております。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  ３番、今井 清君。 

３番（今井 清君）  まあ、いろいろなイベントを開催されているようですが、これについて

は継続して開催するべきだと思います。 

 先日私は、「立科町には日本で一番景色のいいトイレがあるんです」と立科地区の

住民の方から伺いました。私も同感でいつもそう思っていましたが、このことについ

て町長は、心当たりがございますかお伺いします。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 議員おっしゃるのは、まあ蓼科牧場山頂駅横にあるトイレのことを言われてると思

いますが、展望デッキと合わせた公衆トイレで、平成15年に、御泉水トイレ整備工事

として設置されたものだと認識はさせていただいております。 

議長（土屋春江君）  ３番、今井 清君。 

３番（今井 清君）  今の回答のとおりでございます。 

 先ほども申し上げましたが、スキー場でお金を落とすのは中高年でございます。中

高年は、若者のようにスキーだけ楽しむのではなく、景色を眺めながらゆっくりお茶

を飲みたいんです。白樺高原国際スキー場のゴンドラ山頂には、すばらしい景色が眺

められる場所があります。そこからは、眼下に女神湖や遠くのアルプスの山々など冬

の景色はもとより、１年を通して自然を満喫できる場所であると感じています。 

 しかしながら、そこにあるのはトイレなのです。ここでゆっくりお茶をしたいと思

うのは、私だけでしょうか。少し増築して、窓から雪景色を眺めながら蓼科山の水で

入れたおいしいコーヒーと地元のアップルパイでもいただければ最高なのではないで

しょうか。この景色を売り物にすれば、スキーはできなくてもお茶を飲みにお年寄り

も訪れるのではないでしょうか。そこで地元の特産品や加工品を提供すれば、産業振

興にもつながると思います。 

 今、お客様がスキー場に求めているものは、スキーやスノーボードが満喫できます

だけではだめなんです。スキープラスアルファおいしい食事であったり、すばらしい

景観であったり、温泉や宿泊施設であったりを求めていると思いますが、町長はどう

考えますかお伺いいたします。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 議員の言われていることはわかりますが、すばらしい景観でございますので、白樺

高原全体の計画の中で検討してまいりたいと考えております。 

議長（土屋春江君）  ３番、今井 清君。 
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３番（今井 清君）  私がこの問題を取り上げているのは、索道事業の赤字改善のためとして、

緊急性が強いと考えるので提案を申し上げております。今年のシーズンの状況が前々

年の状況より改善しているようであれば、このような提案はいたしません。 

 スキー場の魅力をアップさせ、通年観光の目玉として、現在のゴンドラ駅山頂に景

観を売りにした喫茶コーナーはどうしても必要と考えますが、今後、早急に対応する

つもりはございませんか、もう一度、町長にお尋ねします。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 ゴンドラ山頂駅には、年間を通して登山者や旅行者、スキー客が多く訪れておりま

す。議員のおっしゃるとおり、長く滞在をしていただくことも大切なことと思います。 

 美ヶ原また北アルプスなどの景観が気軽に楽しめ、憩いの場としての整備は必要と

感じております。 

 来年度に早期に取り組む予定としております白樺高原マスタープランにて、町民の

皆様や観光で訪れる皆様のご意見等を参考にさせていただき、検討していきたいと思

っております。 

議長（土屋春江君）  ３番、今井 清君。 

３番（今井 清君）  さて、観光事業推進室では、索道事業改革として、観光地づくりのかじ

取りを担う法人ＤＭＯの設立を検討しているとのことですが、観光庁では、日本版の

ＤＭＯ、登録制度を発足させ、登録を行った法人と関係団体について、関係省庁が連

携して支援を行うことを決定しました。 

 地域法人ＤＭＯとは、基礎自治体である市町村の区域を一体とした観光地域とマー

ケティングやマネジメントを行う観光地域づくりを行う組織です。日本版ＤＭＯの登

録法人になると、まち・ひと・しごと創生本部の新型交付金による支援の対象となる

とともに、関係省庁連携支援チームによる重点支援が受けられます。このことについ

て検討されておりますか、観光事業推進室長に伺います。 

議長（土屋春江君）  阿部観光事業推進室長。 

観光事業推進室長（阿部文秀君）  お答えさせていただきます。 

 人口減少、少子高齢化に直面する我が国の最重要課題である地方創生において、観

光は、交流人口を拡大させ、地域を活性化させる原動力となります。こうした取り組

みを進めるため、地域の稼ぐ力を引き出すとともに、地域の誇りと愛着を醸成する観

光地経営の視点に立った観光地域づくりのかじ取り役としての役割を果たす日本版Ｄ

ＭＯを形成確立し、これを基軸とした観光地域づくりが必要と考えられています。 

 このような背景から、当町の観光地域づくりのかじ取り役として、戦略を着実に実

施するための調整機能を備えた法人である「たてしな版ＤＭＯ」の構築を推進する必

要がございます。立科の多様な関係者が連携し、地域に引き継ぐ暮らし、自然、歴史、

文化等に係る地域の幅広い資源を最大限に活用していくことが必要です。 
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 今期は、全５回にわたり町民の参加型タウンミーティング、ワークショップを開催

し、ＤＭＯとは何か、住んでよし、訪れてよし、立科の魅力とは、との観点から勉強

会を開催させていただきました。29年度は、さらなる掘り下げを行い、今年度同様、

町民参加型のタウンミーティング、ワークショップ、観光ビジョン作成検討等、ＤＭ

Ｏ構築に向け推進していきたいと考えております。 

 補助事業に関しましては、ＤＭＯ法人とは関係なく申請することが可能で、外国人

受け入れ体制の基盤整備として、昨年、観光庁が実施した訪日外国人受入基盤整備・

加速化事業として、蓼科白樺高原観光協会加盟の５施設が総額229万2,000円の補助金

を受けて、施設整備、Ｗｉ癩Ｆｉ環境、多言語化表示等の整備を行っております。 

 29年度も同様に訪日外国人旅行者受入環境整備緊急対策事業が決定しましたので、

さらに関係諸団体、民間事業者等へ働きをかけてまいりたいと思っております。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  ３番、今井 清君。持ち時間が少なくなってきましたのでまとめてくだ

さい。 

３番（今井 清君）  はい。今ある売りにできるもの、あまりお金をかけなくてもできる誘客

に結びつくもの、お客様の情報から捉え実行し改善することが必要と考えます。 

 特に、索道事業は、待ったなしです。町の健全財政に主軸を置いて、施策の検討を

するよう強く求めまして、私の質問を終了いたします。 

議長（土屋春江君）  これで３番、今井 清君の一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩とします。再開は11時15分からです。 

（午前11時02分 休憩） 

 

（午前11時15分 再開） 

 

議長（土屋春江君）  休憩前に戻り、議事を再開いたします。 

 次に、２番、森澤文王君の発言を許します。 

 件名は １．立科町の将来ビジョンについてです。 

 質問席から願います。 

 

〈２番 森澤文王君 登壇〉 

２番（森澤文王君）  それでは、２番、森澤文王、通告に従い、質問をいたします。 

 １．立科町の将来ビジョンについてでございます。 

 その１としまして、立科町の明確な将来ビジョンが必要であるという声がございま

す。このことについて町長の考えを問う、といたしました。現在、町内において、明

確な将来ビジョンを必要とする声があるということは、町長もご存じだろうと考えま

す。今回、私が質問いたしますのは、まさにこのことになります。今風に言うところ
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のグランドデザインというところでしょうか。 

 この件に注目いたしましたのは、昨年の10月の下旬より行われました「議会による

町の未来を語る会」のときのことになりますけれども、公民館を回って、町民の皆様

のご意見を伺うに当たりまして、過去の資料に目を通したのですけれども、平成20年

のものの中に、「町としては、きちんとビジョンを打ち出して問題を提起すべきであ

る。町の経営規模を考えたとき、それに沿って計画将来ビジョンを進めたらどうか」

というご意見がありました。実際、私が公民館を回らせていただいた昨年も、同様の

ご意見をいただきました。少なくとも８年から９年前からは、ご意見をいただいてい

る案件ということになるわけなのですが、いまだに解決されていないということにな

るのではないでしょうか。 

 歴代理事者の皆様のお考えというのも存じ上げないのですけれども、この件に真正

面から当たることになられたのが米村町長であると私は感じております。この明確な

将来ビジョンの問題、この明確な将来ビジョンの考え方についての町長のお考えを伺

いたいと思いますけれども、フェアになるように、先に私の考えを述べますけれども、

マスタープランとか、グランドデザイン、基本構想、このように、こういうことを語

るとき言われることがありますけれども、これは全員が求める希望の姿ということに

なりますよね。 

 町民の皆様に100％お満足のいただける具体的な将来ビジョンの作成というものは、

私はとても必要であると思います。同時に、それをまとめることは不可能に等しいと

考えてもおります。議論を幾らしても、結論はそれぞれのお立場で出ないでしょうし、

それがなければ何も認めない、何もできないということになりますと、現在の当町の

状況を考えると、座して死を待つと、これと同様だと思います。 

 また、町のかじをとるのが町長でございますので、決めてしまえばよいと、これも

言えるんですけれども、我々議員同様、町長も４年に１度の審判が下る日がございま

すので、新しい人にかわることもあるわけです。トップがかわれば方針が変わる、当

然のことです。ですから、私の考え方は、過去からの積み上げ、これで方針の方向性

が正しく見えていればよいということを一つの前提として考えております。 

 ちなみに、余談ですけれども、私は、町民運動会は伝統があって、伝統があります

けれども、方向性が私には正しく見えてきませんので、今でも廃止を求めるんですが、

これはあくまでも余談なので、置いといて結構です。 

 さて、ここで、米村町長の具体的な将来ビジョンについてのお考えを伺います。具

体的な将来ビジョンを必要とする声に対してのお考えと、ご自身の将来ビジョンにつ

いてのお考えをお願いいたします。 

議長（土屋春江君）  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。米村町長、登壇の上、願いま

す。 
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〈町長 米村 匡人君 登壇〉 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 ご存じのように、町では、平成27年２月に、平成27年度から10年間の町づくりの指

針となる「第５次立科町振興計画 立科町しあわせプラン」を策定をいたしました。

つまり、10年先のビジョンを策定していることになります。その中で、町の将来像を

「澄んだ空！清んだ水！住みよき町に笑顔が弾む！ 人と自然が輝く町」と定め、住

んでよかった、訪れてよかったと幸せを感じられる町を目指すこととしております。

漠然としているかもしれませんが、10年先に限らず、基本理念はそこにあると思って

おります。 

 また、平成27年11月には「立科町総合戦略」を策定をし、その内容に沿って、さま

ざまな取り組みを進めているところでございます。議員が言われるとおり、その中で、

将来ビジョンが明確でないと感じられている方がいらっしゃると思いますが、歴代、

その時々の社会情勢、経済情勢により、一番効果的な施策を中長期的に、あるいは単

年度の重点施策を定めて、行政運営をしてきているものと思っております。議員もお

っしゃるように、トップがかわれば方針が変わることもあり得ます。しかし、基本理

念を逸脱するようなことはないというふうに思っております。 

 長期振興計画は10年、総合戦略は５年で策定をし、それぞれ推進目標を定めており

ます。さらに、事業実施に当たっては、３年間の実施計画を策定をしており、その中

で、就任時に、目指す町づくりの実現に向けて、本年度は、子育てしやすい町づくり

と、定住・移住したくなる町づくりを重点施策として、事業を推進してまいりました。 

 ２年目の折り返し地点である平成29年度は、今まで以上に地域に出て、町民の皆様

と膝を交えて話せる機会をつくることが必要だと思っております。 

議長（土屋春江君）  ２番、森澤文王君。 

２番（森澤文王君）  「澄んだ空！清んだ水！住みよき町に笑顔が弾む！ 人と自然が輝く

町」ということですね。この基本理念は、しっかりと50年先も通じる理念でよろしい

かと思います。 

 先ほど申し上げましたが、全員が求める希望の姿をビジョンとするならば、その手

前には最善のゴールというものがございます。そして、その手前が目標ということと

なり、その手前がプランと、このように考えられると思います。プランというと計画、

ご答弁のとおりですけれども、「第５次立科町振興計画 立科町しあわせプラン」と

いうことになります。そしてもう一つ、平成27年につくられました「立科町総合戦

略」があります。 

 ちょっと確認になるんですけれども、第５次振興計画に基づき、より具体的に目標

をつけたものが総合戦略ということで、これで理念に迫っていくと、そういうことで

よろしいでしょうか。措置をお願いします。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 
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町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 第５次立科町振興計画、立科町しあわせプランと総合戦略というのは連動していき

ながら、10年また５年という形の中で進めていくというふうに考えてはいるのです。 

 また、私は就任時に、目指す町づくりの実現に向けてということも町民の皆様にお

約束をしたものが、沿ってそれに合うような形になっているというふうに私は感じて

おります。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  ２番、森澤文王君。 

２番（森澤文王君）  計画はそのようなものであると、私も認識をするところでございますけ

れども、冒頭に申し上げましたけれども、私も、皆が納得する具体的な将来ビジョン

はとても必要であると、だが不可能に等しいと、このように申し上げました。しかし、

皆が納得できることに向けてのプランをつくることは不可能ではないと、今、町長の

ご答弁いただいたとおり、この枠の中でやっていけば、ゴール地点に近いほうにどん

どん進んでいけるのではないかというところを確信しているところでもございます。 

 次の質問もありますので、我ながらちょっと重ね重ねの質問で愚問でもあるんです

が、来週には予算特別委員会が開かれますが、予算は全て第５次振興計画に基づき、

総合戦略の目標値を達成を目指しながら、理想に向かうための来年度予算を組まれて

いるということでよろしいですね。確認でお願いします。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 今、議員の言われたとおり、この第５次振興計画、立科しあわせプラン、また、立

科町総合戦略の推進のために、今年度の29年度当初予算も、しっかりとそれを見据え

た中での予算編成をさせていただいたというふうに思っております。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  ２番、森澤文王君。 

２番（森澤文王君）  ご答弁いただきました。 

 それでは、次の２番の質問のほうに移っていきたいと思います。 

 町内施設の老朽化への対応も考えなければならない時期にも来ている。このことか

らの将来ビジョンの考え方について町長の考えを問う、とさせていただきました。

我々が今までどおりに仕事をしていればよいという時代でなくなっているのは共通の

認識だと思ってよいと考えております。今までどおりじゃないというのは、町内施設

の老朽化の問題というのに向き合わなければなりません。そこには、やはり将来ビジ

ョンがかかわってくると考えます。 

 現在、公共施設等総合管理計画の策定が行われていると思いますけれども、簡単に

私の見解を述べます。先ほど同僚議員からもありましたけれども、まず、中央公民館

の老朽化があります。私の手元の資料ですと、昨年、60周年でもらいました記念の町
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政要覧ありましたので、こちら見ますと、中央公民館は当時福祉センターて名前でし

たかね、1969年竣工ということになっていますので、48年たっているということにな

るでしょうか。今後の優先順位も高いところにある施設であると思います。これを今

後新築すると考えたりした場合は、盛り込ませたい要素が出てきます。過去にも、先

ほどもそうですけれども、同僚議員からも提案がされていますけれども、図書館をつ

くるということ、そして、私の見解ですけれども、新しく中央公民館をつくるのであ

る場合は、新しい議場をそちらにつくるべきではないかと考えております。 

 これは、現在の庁舎の状況を見ればすぐわかるんですけれども、障害のある方は、

選挙に出ることはできましても、この庁舎４階にある議場には１人でたどり着くこと

は恐らくできないと思います。１人でトイレに行くのも、２階までおりていくのも、

かなり大変ではないかと、こういうケースを想像できます。実質、当町では議員にな

れないのとほぼ同様ですし、昨年の町の未来を語る会の中でも言われましたけれども、

もう足がつらくなってくると、傍聴に来るのもつらいと、こういうこともありますの

で、障害のある方は、傍聴に来ることも恐らくできないと思います。 

 そして、何でも潰して建てればよいという考えでもいけないと思います。どこに建

てるのか、これも大変重要なことになると思います。今の中央公民館の周辺には、さ

まざまな施設が点々と集合しています。統合するべきであるという考えがあってもお

かしくありません。中央公民館一つの問題だけでなく、複合で考えていかなければい

けなくなると思います。ただ、そうするとどんどん大きくなっていきますので、財政

の問題というのも絡んできます。これは、しっかりとした方向性てものを出していか

なければならないと思います。 

 そして、ほかの施設もろもろにも言えるんですけれども、あいている土地にはめて

いくので、拡張性がないということですね。これは、権現の湯の駐車場が非常にわか

りやすいんですけれども、源泉の都合でしょうかね、権現山のあの場所に建造されま

して、駐車場が狭いですね。たくさんのお客さんが満車なので帰っていかれるという

のを私も見かけます。集客したい場所がお客さん呼び込み切れない。本来ならば、耕

福館なども権現の湯のところに併設できれば、さらなる集客を望めたものではないか

と、今さらの話ですが考えております。 

 とにかく、そういう場所というのは目につきます。たてしな保育園はつくったばか

りなのに、未満児保育の場所がないとも言われています。今回の予算の中で例を出す

のであれば、マレットゴルフ場のトイレの新設ですね。権現山のマレットゴルフ場は、

あと９ホール増設できれば、さらに利用率が上がるような大会が開きやすくなるって

ふうに伺っているんですけれども、トイレを新設することは、そういう未来を見てい

るのか、将来ビジョンの中で、そういう位置づけであるのかということなんですよね。

トイレにつきましては、長年の要望があるということなので、ちょっとそれとはまた、

そういうのも大切なので、また別の話になっちゃうんですけれども。 
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 そして、1977年に開校しまして40年を迎えた立科小学校の校舎、ここも随分傷んで

いるんですけれども、これも潰して建てるというわけには簡単にはいかないと思いま

す。人口減少の中、小中一貫校というものも視野に入れた施策が求められてくるんで

はないでしょうか。細かいところばかり言いますけれども、前回、移住・定住政策に

ついて質問いたしましたけれども、人を呼び込んでいるのに住むところがない。もう

少し、町側で住宅整備をする必要があるのではないでしょうか。 

 このように挙げていきますと、莫大な予算が必要になります。そうなると、今から

考えないといけないこと、今やらなければいけないこと、今しかできないこと、こう

いうことが出てくると私は考えます。この公共施設の今後というものを考えたところ

から、町の将来ビジョンのあり方、必要性というものを町長に伺いたいと思います。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 先ほど、今井議員への答弁と重複しますが、全国的に公共施設の老朽化や人口減少

による利用需要の変化が予測されるため、国ではインフラ長寿命化基本計画を策定を

し、地方公共団体には、公共施設の総合的かつ計画的な管理を推進するための計画策

定を求め、立科町では今年度、公共施設等総合管理計画を策定をしております。計画

は、第６次立科町振興計画の最終年に合わせ、平成46年までの18年間といたしました。

計画では、施設保有量の削減目標や、管理に関する基本的な考え方を定めており、さ

らに、総務省監修の将来の更新費用の推計をしており、議員おっしゃるとおり、将来、

莫大な費用が必要になると、計算となっております。次年度以降に、各施設などにつ

いて、具体的に個別施設計画を策定をしていくこととなります。この計画の策定には、

町民の皆様から多くのご意見をお聞きし、議論をしていく必要があると私は考えてお

りますので、よろしくお願いをしたいというふうに思っております。 

 当町では、市町村合併をしておりませんので、統廃合の対象となる施設は多くあり

ませんが、今後、人口減少による利用需要の変化などを的確に検討し、計画的な事業

推進が重要と考えております。森澤議員おっしゃるように、将来ビジョンを定め、そ

れに向かって進むことは重要と考えております。立科町振興計画は、10年間の町政の

総合的かつ計画的な運営を図るための指針として定められておりますが、さらに先を

見据えて、将来ビジョンを、町民また若者が中心となって語り合える場所づくりが必

要だと私は感じております。将来ビジョンづくりについては、検討していきたいとい

うふうに思っております。老朽施設の状況等、詳細につきましては総務課長より答弁

をさせていただきます。 

議長（土屋春江君）  長坂総務課長。 

総務課長（長坂徳三君）  お答えをいたします。 

 今回策定します公共施設等総合管理計画の位置づけとしましては、立科町振興計画

の下に定められる計画となり、さらに、その計画の下に個別施設計画をつくっていく
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ことになります。庁舎、学校、公営住宅などの公共建築物や、道路、橋梁、水道、下

水道などのインフラ施設について、既に計画が策定しているものもございますけれど

も、それぞれ来年度以降に個別施設計画を作成していくことになります。 

 立科町の公共建築物の状況でございますが、昭和56年以前の旧耐震基準により建設

された建物のうち、耐震化をしていない公共建築物は全体の8.2％ありまして、延べ

床面積で約4,300平米となっております。また、40年以上経過している建物が全体の

15.8％、約8,200平米あります。この計画で行った将来の更新費用の推計では、議員

さんおっしゃるように、莫大な費用となるということになっております。 

 ただいま町長が答弁したとおり、合併による統廃合の対象となる施設が当町ではご

ざいません。しかしながら、今後、人口の減少による利用需要の変化などがございま

すので、それを的確に捉え、計画的な事業推進ができるような計画にしていくことが

重要と考えております。また、この計画は長期的な計画となるため、必要に応じてみ

なしを行い、議会への報告やホームページでの公表を行っていくこととしております。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  ２番、森澤文王君。 

２番（森澤文王君）  ちょうどいいタイミングでこの質問をしたのじゃないかというふうに思

います。これからいろんな計画が策定されていく中で考えていかなければならないと

いうことであると思います。そして今、町長からもご答弁いただきましたけれども、

町の中でさまざまな議論を若い人を中心にしてなど、お考えいただきましたので、も

う少しこの件で粘りたいところですが、次の質問とも重複してきますので、次の質問

に、最後の質問ですね、ここに移っていきますね。 

 明確な将来ビジョン、打ち立てるのか、町長の考えを問う、といたしましたけれど

も、具体的な将来ビジョンを求める声があるが、ということを上げまして、何度も申

し上げるとおり、必要であるがつくれないというのが私の考えです。たとえつくって

も、政権がかわれば変わってしまう。どうしたものかと悩んでいるさなかに、きのう、

信州ビーナスライン連携協議会の広域講演会に行きまして、講師の山田桂一郎先生の

お話を伺ってきたんですけれども、理念の打ち出し方というのは、現在の当町のもの

よりもシビアなもののほうがよいというような印象を受けましたが、何分、きのう聞

いてきたばかりのことですので、私の中でもこの件、まだ消化できていませんので、

ここは置いとくんですけれども、先ほどの公共施設のことなども踏まえ、米村ビジョ

ンでしょうかね、こういうものを打ち出してもよいのではないかと考えております。

この件について町長のお考えと、米村ビジョンについての町長のお考えを伺いたいな

と思います。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 米村ビジョンというものをお聞きをしたいというようなご質問だというふうに思い
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ます。先ほども、最初の質問でもお話をしたとおり、立科町の将来ビジョンについて

という中で、立科町にはやはり第５次振興計画、立科町しあわせプラン、また、立科

町総合戦略というプランがもとにあるというふうに私は思っています。その中でも、

いつも議員の皆さんからもお話があるように、ＰＤＣＡサイクルの中で、そのプラン

をいかにまた考えて、また実行でき、また変えていきながら、その時々に合ったもの

に変化をさせていく、それが私の務めだというふうに考えております。この策定をし

た立科町振興計画、立科町しあわせプランは10年間、また、総合戦略は５年間、その

中で、また実施計画として、３年間の実施計画を策定をしていく、その都度その都度、

やはり見直すということが必要になる。それは、やはりその社会情勢、また、今、町

が置かれている立場ということをしっかり理解をしていきながら進めていくというこ

とが、私は必要ではないかなというふうに思っています。その中で、町として、また、

立科町の町民が何を望んで、どういうことを推し進めていくべきなのかということを

しっかりと踏まえた中で予算編成を行い、また議会の皆さんにご理解をいただき、そ

の事業を進めていくということが最も必要なことだというふうに私は考えております。

それが私のビジョンという形になるのかというふうに考えてはおります。 

議長（土屋春江君）  ２番、森澤文王君。 

２番（森澤文王君）  お考えはわかりました。要するに、こちらにございます第５次振興計画

と総合戦略があって、何でしょうね、野球でいえばストライクゾーンというとこでし

ょうかね。必ずストライクゾーンに仕事は入れていくというようなことであると思う

のですけれども、もう少し色をつけてもいいのかなという印象は受けます。以前も一

般質問をいたしましたけれども、今の公共施設のもののほかに、無電柱化ということ

もまだ先のほうに出てくれば、私としては提案しているのでうれしいなと思うんです

けれども。そうですね、あまり議員や町長が自分のプランを言い過ぎるのも、今後、

住民の皆様との懇談があるときに印象を与えちゃうからよくないのかもしれませんけ

れども、中央公民館の今後のあり方というものに対しての町長のお考えというのをこ

こで伺いたいのですが、お願いします。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきたいというふうに思います。 

 一つの施設のことについてということよりも、やはり、先ほどからも言っているよ

うに、まだ公共施設の総合管理計画というものをしっかりとし、今、検討させていた

だいている時期だというふうに思っております。ただ、中央公民館に関しては、やは

り耐震基準が満たしていない、また老朽化、また耐震補強もしていないという中では、

やはり優先度は高いというふうに認識をさせていただいています。その中で、いろい

ろな町民の皆様、また、いろいろな今までのご要望や何かも考えた中でしっかりと進

めていければというのが、先ほどの今井議員からもお話があった、また森澤議員から

もご提案があったように、そういうことを踏まえた中で、町民の皆さん、また、いろ
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いろな皆さんと意見を交換をしてきながら、どういうものが必要なのか、何をつくる

べきなのか、町民が何を望んでいるのかということをしっかりと踏まえた中で計画を

立てさせていただければというふうに考えております。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  ２番、森澤文王君。 

２番（森澤文王君）  ということは、町長の考え方としましては、町民ファーストというよう

なお考えであると。自分が引っ張っていくよりは、まず町民の皆様のご要望からとい

うお考えであってよろしいのかなと認識しているんですが、このまま私が話すと脱線

したら困るので、町民ファーストということでよろしいか、町長のお答えいただきま

す。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 今はやりの何々ファースト、どこかの方も言われているかなというふうに思います

が、まさに私がこの場に就任をさせていただく前に、町民の声を聞くということを私

は言って今この場にいるのかなというふうに思っています。その気持ちは今も変わっ

てはおりません。やはり私は、町民目線、また、町民の皆さんと膝を交えて話をして

いく中で、今のこの厳しい立科町の状況、この地方自治の厳しい中を乗り越えていく

ことが必要だというふうに考えています。今までのやり方が間違っているというふう

には決して私も思っていません。 

 ただ、やはり今のこの苦しい時代の中で、この少子高齢化の大きな波が押し寄せて

きているこの立科町においてもそういうことが必要ではないか。今までどおりではな

くて、今までと変わった形の中で町政運営をしていくということが、今望まれている

というふうに思っています。その中で、先ほども言ったように、町民目線の中でしっ

かりと議論を重ねた中で、また、議会の皆さんとも議論をさせていただきながらつく

っていくということが、この新しい町づくりにつながっていくものだというふうに感

じております。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  ２番、森澤文王君。 

２番（森澤文王君）  ちょうど、潮目というんでしょうか、流れが来ているんでしょうか、昨

年、今年か、行われていますよね、住コンシェルジュ養成講座、あと、これから今行

っている最中のＤＭＯのワークショップなどありますけれども、住民の皆さんのお力

をいただきながらやっていかなければ進まない、横の連携がなければ動いていかない

事業がたくさん出てきます。ちょうどそんな中で、この公共施設のことしかり、ちょ

うど住民の皆さんとお話し合いをしながらやらなければいけない、そういう波がちょ

うど来ているところです、と私は感じております。そんな中で、町長も膝を交えてや

っていかれるということで、今の時代の流れの中でちょうどいいことが町に起きてい
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るではないかと私は感じております。具体的な将来ビジョンというのを、もちろんど

こかで探しながらやっていきたい部分でありますけれども、今我々が決められている

中で、ちゃんと将来を見据えた仕事がやっていければいいかなと、今町長の言葉をい

ただきまして、方向性は私には大分見えましたので、これで、この質問を終わりにし

たいと思います。 

議長（土屋春江君）  これで、２番、森澤文王君の一般質問を終わります。 

 ここで暫時、昼食のため休憩とします。再開は午後１時30分からです。 

（午前11時39分 休憩） 

 

（午後１時30分 再開） 

 

議長（土屋春江君）  休憩前に戻り、議事を再開します。 

 次に、11番、田中三江君の発言を許します。 

 件名は １．立科町農業振興政策はです。 

 質問席から願います。 

〈11番 田中 三江君 登壇〉 

１１番（田中三江君）  11番、田中三江です。 

 通告に従い、立科町農業振興政策はについて質問をいたします。 

 現在、国の政策は報道等によると、農業の規模拡大、農地の大区画化と集積の加速

など強い農業を推し進めております。しかし、当町のような小さな中山間地では、農

地は高低差が大きく土地の大型化や集約等は難しいものです。また、荒廃地化も進み、

以前は畑であった場所は荒廃地化されつつあります。当町は蓼科山の湧水を使用、寒

暖の差が大きく恵まれた栽培環境にあり、農畜産物はどれをとっても味が良く、高い

評価を得ております。 

 また、株式会社立科町農業振興公社、通称たてしな屋は当町の農業生産基盤の衰退

に伴い、荒廃地等も増える中、農業所得の向上と町振興を目指し、農業委員会から建

議書が提出され、協議し、町、ＪＡ、県信、商工会が連携して、立科町農業発展のた

め、研究機関として町からの補助金を充て設立された株式会社です。 

 まず行われたことは、遊休荒廃地対策としてワインぶどうの試験栽培、ソバの巻き

つけ、加工品開発等、この５年間の事業を見てまいりました。理事者も変わり、新し

く株式会社の社長となられた米村町長は町長として今後この立科町農業振興公社の維

持、振興をどのように考えているのでしょうか。 

 立科町の農業振興政策と株式会社立科町農業振興課公社たてしな屋の今後について、

２点町長のお考えをお伺いいたします。 

議長（土屋春江君）  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。米村町長、登壇の上、願いま

す。 
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〈町長 米村 匡人君 登壇〉 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 農業は立科町の基幹産業であり、持続的発展をさせていく必要があります。農業従

事者の高齢化や後継者不足などによる農家人口の減少、有害鳥獣被害や販売価格の下

落による農家所得が減少し、生産意欲の減退などから耕作放棄地が増大していること

は大きな問題と認識をしております。これらの状況を少しでも改善をするため、農家、

農業関係者、町民が一丸となって、農業振興に向けた取り組みを推進していく必要が

あると考えております。町の農業を活性化し、暮らし続けることができる農業、農村

づくりに向け、町の魅力が生きた農業、農村を目指すそのための方向性を示した農業

振興ビジョンも策定をされておりますので、これらも踏まえながら施策展開をしてい

きたいと考えております。 

 29年度においては遊休荒廃農地の復旧事業の推進、担い手の農地の集約化や新規就

農、Ｉターン就農者の支援による担い手の確保に取り組んでまいります。また、集落

営農の仕組みづくりも重要な課題であると考えております。また、株式会社立科町農

業振興公社、いわゆるたてしな屋については、今後も立科町の農業発展に貢献できる

会社であることが必要であると考えております。 

議長（土屋春江君）  11番、田中三江君。 

１１番（田中三江君）  農業振興ということで、この後町長に何点かお伺いさせていただきま

す。 

 政策、平成26年度から今お話にありました31年度までの農業振興ビジョン、これは

農業委員会を中心に農業振興推進会議など各専門部会が中心となり、策定されたかと

思いますが、未だ目立った動きはなかなか見えないところがあります。ビジョンの中

で突出していることはどのような事業でしょうか。今町長もお話いただきましたが、

この突出している事業というのを１つ教えていただきたいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

議長（土屋春江君）  米村町長でよろしいですか。米村町長。今井農林課長。 

農林課長（今井一行君）  突出していることというお答えになるかですけれども、農業振興ビ

ジョン策定以来の現状についてお答えをさせていただきたいと思います。 

 まず担い手の集積の関係について触れさせていただきます。 

 29年の２月末現在ということになりますけれども、担い手の集積率ということで、

18.9％というような数字になっております。新規就農関係でございますけれども、こ

のビジョン策定以降の新規就農者ということで５名の方に新規就農という形で来てい

ただいております。 

 また、遊休荒廃農地の関係でございますけれども、これにつきましては農林課のほ

うで荒廃調査をお願いをしておるものでございますけれども、昨年の調査によります
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と、町内全体で38ヘクタールほどの遊休荒廃地が減っております。これは全てが荒廃

地から復旧をされたということではなくて、調査の見方、荒廃具合の見方がちょっと

私ども厳しく見すぎていたという状況もありながらの数字で減っておりますけれども、

若干でございますけれども、数字的には減っているというようなことでちょっとお答

えをさせていただきたいと思います。 

議長（土屋春江君）  11番、田中三江君。 

１１番（田中三江君）  ありがとうございます。 

 では、町長にお伺いいたしますが、農業委員会との意見交換、町長とされていると

思うんですが、どのくらいの頻度で行われているのでしょうか。農業委員会とですの

で、多分農業に関する多くの意見があると思いますが、町長はその意見の中でどのよ

うな方向を目指しているのでしょうか。意見とそれに対する対応等をお伺いいたしま

す。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 農業委員会は毎月開催をされているというふうに聞いておりますが、私は平成27年

８月25日に実施をした農業委員会のほうに出席をさせていただきました。その折、今

日もいらしておりますけれども、農業委員会長の宮下会長ともお話をさせていただき

ながら、これからの農業に対してしっかりと農業委員会の皆さんがお示しをして進め

させていただいているというふうに認識をさせていただいております。 

議長（土屋春江君）  11番、田中三江君。 

１１番（田中三江君）  町長として、農業に対して目指しているもの、農業者に対してという

お話をちょっとお伺いしたいなと思ったんです。農業委員会とお話はされていると思

うんですが、町長として農業はこういうことで進めていくよというご意見がありまし

たらお伺いしたいと思います。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  どういうことをお聞きしているかよくわからないんですが、個人的な、

まあ町長としてというのはやはり先ほどもお話をしたとおり、農業は立科町の基幹産

業であるということに変わりはないというふうに思っています。そのための持続的発

展をさせていく必要がある、そのために町は農業政策の中でもしっかりと農業者を支

援をしていきながら何が必要なのか、何をもってやはり農業を発展させていくのかと

いうことはしっかり行政としても考えていかなければいけない。その中で農業委員の

皆さんともしっかりと議論をさせていただきながら、またＪＡとも協力をしていきな

がら進めていくということが必要なのではないかというには考えてはおります。 

議長（土屋春江君）  11番、田中三江君。 

１１番（田中三江君）  農業者に支援をしていただけるということでございますが、先ほど前

の議員の方の質問に、定住、移住したくなる町づくりを町長は進めてきたというお話
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がございました。定住していただくためには、まず生活をしていただかなければなり

ません。特に農業に従事していただく方を多く誘致していくためには農業政策をしっ

かり前面に出して当町はこんな政策があるという、一例ですと、ホームページ等に掲

載していくということも一つと思いますけれども、そのようなお考えはございません

か。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  先ほども最初にお話をしたとおり、29年度においては遊休荒廃地の復旧

事業の推進と、またその中に担い手の農地の集約化や新規就農、Ｉターン就農者の支

援による担い手の確保にも取り組んでまいりますというふうにお伝えをしたとおり、

今、田中議員が言われたとおり、そういうことも踏まえた中で農業をやはり推進して

いく、担い手を確保していくということは必要なことだというふうに感じてはおりま

す。 

議長（土屋春江君）  11番、田中三江君。 

１１番（田中三江君）  あのホームページ等に載せて、誘致をすることはございませんかとい

うことでお伺いしたんですけれども。 

議長（土屋春江君）  米村町長、ホームページの件についてはどうですかという質問でござい

ます。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。そのことについては、今も新規就農や何

かの集まりに担当課が行っておりますので、詳しくは担当課長のほうから答えをして

いただきたいというふうに思っております。 

議長（土屋春江君）  11番、田中三江君。 

１１番（田中三江君）  農業の担当課のほうからもお話をちょっといただきたいと思いますけ

れども、農業と観光の町とうたっているんですが、農業に対しての情報はなかなか見

当たりません。ホームページ等を見てみましてもなかなか。追っていきますと、たど

り着くというような形になっているかと思うんです。 

 ですので、各課担当が入力するのかと思いますけれども、もう少しわかりやすい方

法を導入してはいかがでしょうかということで農林課長にお伺いいたします。 

議長（土屋春江君）  今井農林課長。 

農林課長（今井一行君）  実は議員ご指摘の関係、私も近頃、近頃と言いますか、感じておる

ところでございまして、より見やすいホームページ、それから情報の量もたくさん出

せるように、そんなことでしっかり作りこんでといいますか、情報は出すようにして

まいりたいと思います。 

議長（土屋春江君）  11番、田中三江君。 

１１番（田中三江君）  わかりやすいようにできるだけお願いしたいと思います。 

 当町の遊休荒廃農地対策、遊休荒廃農地復旧において一反歩14万円の限度としての

２分の１の７万円の補助が行われておりますけれども、現在遊休荒廃地を復旧するに
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当たり、今日伐採してということになりますと相当な労力が必要となります。 

 補助金の見直しを行い、多くの荒廃地復旧ができる状況を考えていただきたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

 例えば一例を申し上げますと、ソバの会の皆さん。何年か前から先ほど課長のほう

もちょっと遊休荒廃農地が減ってきているというようなお話もいただきました。その

ソバの会の皆さん、遊休荒廃地を耕していただいて、改修し、ソバを栽培しておりま

す。そして収穫祭も行って、地域の皆さんに振る舞い、地域のコミュニティにも一役

買っています。 

 そのようなことも踏まえ、遊休荒廃地復旧補助金の拡大等のお考えはございません

か。 

 これは補助金ですので課長でよろしいですか、農林課長にお伺いいたします。 

議長（土屋春江君）  今井農林課長。 

農林課長（今井一行君）  町単の遊休荒廃農地復旧事業補助金、これの増額は考えていないか

ということでございますけれども、この事業は農業振興事業補助金という町の補助メ

ニューの一つでございまして、おおむね10アール、1反歩以上の遊休荒廃農地を将来

とも有効利用するために実施する事業に対して補助金を出すものでございます。おお

むね10年以上継続して耕作していただくということも要件の１つとなっておるとこで

ございます。 

 先ほど議員もおっしゃられるとおり、一反10アール当たり総事業費総額10万円を上

限として荒廃の状況でありますとか、実施する作業の中身の応じてその２分の１を交

付するというものでございます。従いまして、補助金としますと10アール当たり７万

円が限度になるということでございます。この上限事業費の14万円、これにつきまし

て平成10年の12月に１回見直しをしているんですが、それ以来この関係の見直しがさ

れておりませんので、その14万円この積み上げの妥当性でありますとか、事業を進め

ていくに当たっての補助金を出すときの積み上げ方式など、検討をしてみたいという

ふうに考えております。それによって、即増額になるとかちょっとお答えはできませ

んけれども、検討はさせていただきたいということでお願いをしたいと思います。 

議長（土屋春江君）  11番、田中三江君。 

１１番（田中三江君）  是非拡大をしてほしいと思います。そしてできるだけ早目にお願いし

たいと思います。また国の荒廃農地等利活用促進交付金を見ますと、来年度から内容

がだいぶ変わってきますよね。農業再生協議会でも利活用されるようですが、総事業

費200万円と大きなものもありますので、荒廃地復旧について皆さんに周知して、活

用できるものは活用していただけるよう、広報等お願いしたいと思います。 

 また、当町の補助金交付要綱、先ほど課長おっしゃっていただきましたけれど、お

おむね10年以上継続して耕作することが確実と認められるものとあります。この国の

補助金などを見ますと、再生された農地において、５年以上の耕作されることとあり
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ます。今の社会情勢を見たとき、10年以上ではなく、国と同じく５年以上が適当と思

われますがいかがでしょうか、課長にお伺いいたします。 

議長（土屋春江君）  今井農林課長。 

農林課長（今井一行君）  国のほうの補助金の年数が５年ということは承知をしているとこで

ございます。先ほど町単の復旧事業の見直しといいますか、検討したいというふうに

お答えをさせていただいたところなんですが、そちらも併せまして、年数の部分も検

討してまいりたいというふうに思います。 

議長（土屋春江君）  11番、田中三江君。 

１１番（田中三江君）  補助金も使い勝手がよいほうがよいと思いますので、早急な検討をお

願いしたいと思います。 

 町長にお伺いいたします。今回ＪＡでは蓼科地区地域農業振興ビジョンの中に当地

区のりんごを中心にブランドの維持に向けて里親登録等をされている皆さんを中心と

する果汁農家などが連携し、新規就農者を誘致しようと新農協人フェア、新規就農者

募集の催しに参加、そして４組５人の皆さんが興味を持っていただいたと言います。

今後２年くらいの研修期間を持つということで、その後の農地あっせんと対策を立て

ていると伺っております。 

 当町は移住体験住宅は建設されております。しかし、最長で１週間の滞在期間です。

使用目的は違いますが、新規就農者を目指す皆さん、長期に滞在していただくには、

まず住むところです。近隣では以前から、新規就農者住宅等を準備し、就農者の誘致

に力を入れております。今回このように手を挙げられた皆さんに立科に定住していた

だくためにも、新規就農者用の住宅確保は喫緊の課題と思いますが、この新規就農者

の住宅についてどのようにお考えでしょうか。お伺いいたします。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 議員がおっしゃる、新規就農用住宅をつくったらどうかというようなご質問かなと

いうふうに思います。ほかの市町村の中にもそういうふうなものをつくってやられて

いるという情報は入ってきております。必要性については認識はしておりますけれど

も、町が建築をするほうがよいのか、また民間施設の誘導を図ることがよいのかとい

うのは、今後検討をしていきながら進めていくというのが必要かなというふうには思

っております。 

議長（土屋春江君）  11番、田中三江君。 

１１番（田中三江君）  近隣ですと、東御市では新規就農用住宅としてアパートが４件でした

か、そして1戸住宅が５件でしたかね、ちょっとうろ覚えでいけなかったんですが、

資料をおいてきてしまいました。そのくらいをもうだいぶ前から確保して入っていた

だいております。ブドウ栽培ということで東御市はそれがすごい盛んに使われていま

して、今入ってる皆さんは５割程度というお話でした。しかし、これで４月からまた
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幾人かおいでになるということで、やはり住宅があると来やすいということが１番先

に出てくると思います。 

 そしてまた農家ですので機械とかいろんな資料とか置く場所も必要ですので、普通

のアパートのようなわけにはいかないというところがあります。ですので、空き家と

かそういうところを少し町のほうでもＪＡとともに行政として誘致をされるというこ

とも早急な対策ではないかと思います。これをお考えいただきたいと思います。 

 次に、農業振興公社、通称たてしな屋についてお伺いいたします。先ほど町長のお

考えお伺いいたしましたけれども、試験栽培期間、加工品開発等、農業振興に向けて

の農業振興公社ですが、昨年の町からの補助金も約半額となり、今年は研究費はさら

に少なくなりました。農業振興のために研究開発ということでしたが、当初からの補

助金の内容、内訳等、農林課長にお伺いいたします。 

議長（土屋春江君）  今井農林課長。 

農林課長（今井一行君）  それでは、27年度と28年度の予算についてお答えをさせていただき

たいと思います。 

 企画一般経費というものは企画課の所管になりますけれども、私のほうから併せて

お答えをさせていただきたいと思います。 

 まず27年度でございますけれども、企画一般経費のほうから地域ブランド構築事業

ということで520万円、農業振興経費から試験栽培、加工品開発事業ということで620

万円、合計1,140万円が補助金として交付されております。 

 平成28年度におきましては、地域ブランド構築事業の補助金がなくなりまして、農

業振興経費のみでございます。試験栽培、加工品開発事業ということで330万円でご

ざいます。 

 平成29年度につきましては、試験栽培、加工品開発事業ということで402万1,400円、

こちらを予算計上をいたしまして、今回予算案として上程をさせていただいていると

ころでございます。 

議長（土屋春江君）  11番、田中三江君。 

１１番（田中三江君）  そのように企画一般経費ですか、520万円の補助金がなくなり、28年

度330万円ということは事業実施状況28年度はいかがでしたでしょうか。農林課長に

お伺いいたします。 

議長（土屋春江君）  今井農林課長。 

農林課長（今井一行君）  農業振興公社たてしな屋では地産地消の取り組みとしまして、町内

産の野菜や果物などを白樺高原地区のホテルでありますとかペンションへの販売、そ

れから遊休農地の管理耕作、特産品の消費宣伝、大消費地やイベント等での販売ブー

スの出店など継続して取り組んでおります。また、ふるさと寄付金の返戻品の開発で

ありますとか、返戻品の発送を請け負わせておるところでございます。特に平成28年

度におきましては、ふるさと寄付金の農家還元によります農業支援策の返戻品であり
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ます立科町産のこしひかりの寄付者への発送にかかる事務を、たてしな屋が行ってお

るところでございます。また、たてしな屋の発案で企画をしましたりんご三兄弟につ

きましては、大変好評を博し、ふるさと寄付金のりんごの申し込みそのものが大きく

伸びたというふうにもお聞きしておるところでございます。 

議長（土屋春江君）  11番、田中三江君。 

１１番（田中三江君）  では、補助金に全てを頼らなくても運営していかれる力がついてきて

いるという理解でよろしいでしょうか。 

議長（土屋春江君）  今井農林課長。 

農林課長（今井一行君）  補助金がなくてもやっていかれるという力がついたかどうか、そこ

まではちょっと私のほうから何ともお答えがしづらいところでありますけれども、た

てしな屋として自立に向けた努力を一生懸命されているというふうに私は認識をして

おります。 

議長（土屋春江君）  11番、田中三江君。 

１１番（田中三江君）  そうしますと、ふるさと寄付金返戻品ですか、これは議会において農

家の所得向上にということを伺っております、全協において伺っておりますけれども。

農林課長にお伺いいたします。農業振興公社に依頼したふるさと納税返戻品28年度米

を扱い、農家に還元ということで5,000俵の予定でしたけれども、実績はいかがでし

たでしょうか。また、米の還元、農家に幾らくらいになったのでしょうか。お伺いい

たします。 

議長（土屋春江君）  今井農林課長。 

農林課長（今井一行君）  この取り組みにつきましては、１万円のふるさと寄付に対し、精米

をした立科産こしひかり20キロ、これは２回に分けて返戻をするという取り組みでご

ざいます。5,180件の寄付をいただきまして、立科町民でＪＡへの米の出荷者に対し

まして、１俵当たり330円の加算ということになります。明日、８日に各農家の口座

のほうに振り込まれる予定というふうにお聞きをしております。コメの出荷１俵当た

り330円ということでございます。対象者は543名というふうにお聞きしておりまして、

2015年の農林業センサスにおきます販売目的の稲作付け経営体数、こちらが603とい

う状況でございますので、農家の数として見方をしますと、おおむね９割の方に加算

ができているのかなというふうに推測をしております。これは出荷量、立科町の米の

出荷量に対する割合ではございませんけれど、農家で見ると今言ったような数字にな

るのかなというふうに推測しております。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  11番、田中三江君。 

１１番（田中三江君）  農家に対してそのように還元ができるということはすばらしいことで

す。是非こういったようなことは続けていただきたいと思います。ただ、実績等伺う

とまだまだＰＲが必要ではないかと思っております。このふるさと納税の返戻品、ま
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さに立科産の農畜産物の宣伝をするのには最適な方法と思います。より多くの品質の

よい農畜産物を提供していただき、リピーターが増えることに期待をしております。 

 町長にお伺いいたします。当初の最大の目的であった荒廃地対策、農家所得の向上

等の研究、今後も続けていかれるのでしょうか。お伺いいたします。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 町としてという形のご質問だというふうな形でお答えをさせていただきます。町の

農政事業としては、やはりそのことをしっかりと進めていかなければいけないという

ふうに認識はさせていただいております。 

議長（土屋春江君）  11番、田中三江君。 

１１番（田中三江君）  それではどのような研究に期待をされておられますでしょうか。今ま

では遊休荒廃地、それから加工品等あまり多くはなかったわけでございますけれども、

これから町長がこんなようなことをしてほしいというものがございましたら教えてい

ただきたいと思います。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 町とすればというのは、今農家の皆さんがいろいろと取り組まれている。ソバの場

合でありましたらソバの生産組合の皆さんが一生懸命その遊休荒廃農地の解消のため

に努力をされている。また、お米に関してもこういうふうなふるさと寄付金を利用し

ていただきながらＪＡに出荷をするお米生産農家の皆さんに対しての還元をしていく

ために町もしっかりとやはり取り組んでいく。 

 そういう中で、農家の皆さんが自立をしていきながらしっかりと農業のこの遊休荒

廃地、まあ農村地帯を維持をしていくということに対してしっかりと町も支援をして

いきたいというふうに考えてはおります。 

議長（土屋春江君）  11番、田中三江君。 

１１番（田中三江君）  農村地帯はしっかり確保ということでございますが、そうなりますと

たてしな屋ですか、農業振興公社は遊休荒廃地対策が今の町長のお話ですと１番先決

かなというふうに私には取れました。高齢化や遊休荒廃地化をどのような施策をもっ

て進めていくかとか、また新たな付加価値を高めた農畜産物の研究などはどのように

進めていくかとかそのような形で農家の皆さんの収益増につながるという政策を町長

のほうから町として要望をしていくんかなということをちょっと私も期待してお話を

伺いましたが、まだそこまではお考えではないということで、では農林課長にお伺い

いたします。 

 今回の議案書を見ますと、新規作物栽培管理272万とありますが、この金額は何を

研究し、どのような結果に期待しての補助金でしょうか。 

議長（土屋春江君）  今井農林課長。 
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農林課長（今井一行君）  こちらにつきましては、農ん喜村の道の駅構想に付随をいたしまし

て、耕福館の西側に既に管理栽培をしているブルーベリー畑がございますけれども、

こちらに加えまして、耕福館の東側の商人池のバイパス側になりますけれども、こち

らに新種のブルーベリー、カシス、アロニアなどを植栽管理をいたしまして、農ん喜

村幸福感周辺にブルーベリー既存のりんご、ワインぶどう等の散策を楽しむエリアを

整備して、将来的にはブルーベリー狩り等の収穫体験メニューも整備したいと。これ

によりまして、農ん喜村への集客の増加を図りまして、直売所利用者を増やすことに

より、地元農家の収益向上を目指すと。それから道の駅としての付加価値を上げたい

という目的のものでございます。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  11番、田中三江君。 

１１番（田中三江君）  道の駅構想の先取りということですかね、それと農ん喜村への集客と

いうことはすばらしいと思います。 

 農業振興政策としてワインぶどう試験栽培の効果と実績は、皆さんご承知のように、

標高1,500メートルで採取されたワインということで試験栽培を行った第二牧場での

ワインぶどう。自生の山ブドウは元気ということでしたが、それ以外の試験のハッシ

ュは寒さが強く栽培は難しいことがわかり、里の三地区のワインぶどう畑、２人の新

規就農者が移住し、ワインぶどうの栽培地は払い下げを行い、残る宇山も候補地があ

りそうと伺っております。まさしく、新規就農者を誘致、また荒廃地対策として人口

増対策の一役を担ったのが農業振興公社です。 

 また、ワインぶどうの試験栽培を始めた頃から立科町の行動に関心を寄せ、協力を

いただいていた２社のうちの一つ、サントリーが一昨年、蟹窪地区に進出し、現在ワ

インぶどうの栽培が始まっております。これは企業誘致と同じです。このサントリー

が参入されたこと、事業を始めたことに対する町長の評価はいかがでしょうか。お伺

いいたします。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 今、田中議員の言われたとおり、これはやはりたてしな屋としての試験栽培の成果

だと、私も考えております。その結果、サントリーワインがこの立科町に圃場を面積

は3.3ヘクタール、６ヘクタールくらいまで拡大を予定をしているというふうに聞い

ております。 

 雇用は現時点では苗木の植栽をしたばかりですので、地元農家等の常時雇用はない

ようですけれども、シルバー人材センターで農園の管理等のお手伝いをしているとい

うふうに聞いております。そういう中でも地元の雇用を創出をしていくという中でも

非常に評価はさせていただいております。 

議長（土屋春江君）  11番、田中三江君。 
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１１番（田中三江君）  蟹窪地区の荒廃地、６ヘクタールですかね、今町長にお聞きしますと、

になりそうということと、雇用もシルバーの皆さんがお手伝いされているということ

はすばらしいことだと思います。 

 荒廃地だった場所が何十年と賃貸料が農家に支払われるということは試験栽培が収

益につながったということになります。先ほども申し上げましたＪＡのビジョンにも

蟹窪地区において、サントリーによるワイン用ぶどうの生産活動が開始され、地域農

業振興の観点から当該事業の将来的継続、拡大に向け、ＪＡとしてかかわり、協力関

係ができるかについて模索し、実践していきますとありました。 

 町長にお伺いいたします。町として現在サントリーとどのように関わっているので

しょうか。また、今拡大はされそうというお話をいただきました。今の町長とサント

リーのほうのかかわりについてお伺いいたします。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  これは私町長としてのかかわりというか、町の事業としてのかかわりだ

というふうに思いますので、このことについては担当課長に答弁をさせます。 

議長（土屋春江君）  今井農林課長。 

農林課長（今井一行君）  町としての今現在のかかわりでございますけれども、規模拡大に当

たりましてのいろんな情報提供でありますとか、農地の集積のお手伝い、それからこ

れは行政としての当然の仕事になりますけれども、いろんな補助事業に取り組まれて

おりますので、そちらの窓口は当然のこととして行っているところでございます。 

議長（土屋春江君）  11番、田中三江君。 

１１番（田中三江君）  町として、企業ですよね、企業と連携は常に良好な関係であることが

町発展につながるものと思います。また、ワインぶどうの作付、拡大にもつながるの

ではないでしょうか。 

 当初、農業振興公社設立に賛否があり、補助金を出して５年間経過しております。

多くの荒廃地対策、Ｉターンや企業の誘致などができました。 

 町長にお伺いいたします。この１日の信濃毎日新聞にも東御市ではワインツーリズ

ムのＰＲを本格化、また長和町でもワインぶどう生産者らによるミニシンポジウム等

掲載されておりました。当町も町長が千曲川ワインバレーに恋するワイン会ｉｎ千曲

に参加し、皆さんとともに新聞に掲載されておりましたところを拝見させていただい

ておりますが、今後この皆さんとどのように関わっていく予定かお伺いいたします。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 これは本当に東御市長が先頭に立ちながら、千曲川ワインバレー東地区という形の

中で、協力をさせていただいている市町村が手を取り合ってこの千曲川ワインバレー

東地区をワイン用ぶどうの産地として協力をしていこうという取り組みだというふう

に理解はさせていただいています。 
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 非常に新しい方たちがたくさん勉強していきながら、その産地化を目指しながら今

取り組んでるというのは非常に新鮮であり、また将来に向けての非常に友好的な手段

ではないかなというふうに考えています。先取りをしていきながら、東御市または長

和町のほうでそういう事業をされているようですけれども、これはあくまでも千曲川

ワインバレー東地区の中でも協力をしていきながら進めていこうというような打ち合

わせになっております。 

 これは私たち立科町にいるそのワイン生産農家の皆さん、ワイン用ぶどう生産農家

の人たちとも協力をしていきながら今後の発展、取り組みということは、担当課をと

おして検討をしていきながら友好的に進められればというふうに考えております。 

議長（土屋春江君）  11番、田中三江君。 

１１番（田中三江君）  ワインぶどうの作付、町長の今の力強いお言葉なんですがね、拡大に

向けてサントリーと今の２人の方の新規就農者、それ以外にも藤沢地区もだいぶワイ

ンぶどう栽培が始まっております。住民としては立科町ではありませんが、地区は立

科町の藤沢地区ということでございますので、そちらのほうも一緒にできればいいな

と思っております。よろしくお願いいたします。 

 この今町長のおっしゃるワインぶどう、だいぶ増えてはきますけれども、町長とし

てワイナリー等の施設を町でつくっていこうという考えまでお持ちなのでしょうか。

お伺いいたします。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 ワインの施設整備についてということのご質問だというふうに思います。 

 現時点では町が搾汁施設や醸造施設を建設することは非常に難しいというふうに考

えております。これは一般的にワインの醸造施設または果汁を絞る施設に関しては非

常に経費がかかってくる。そういう中で今取り組まれているのは拠点となるものがあ

りながら、みんなで協力をしていきながら、いかに経費を抑えていくことが必要なの

かというような研究も進んでいるというふうに思っています。まだまだこれは研究段

階ですので、この中をやっぱり栽培農家の皆さんとの懇談も進めながら、今後しっか

りと研究をして、検討を重ねていきたいというふうに考えてはおります。 

議長（土屋春江君）  11番、田中三江君。 

１１番（田中三江君）  是非農家の皆さんの気持ちを酌み取りながら進めていただきたいと思

います。企業としましてはクボタが荒廃地解消に向けて協力を最初からしておりまし

て、ソバを作付してきました。 

 農林課長にお伺いいたします。農業振興公社で管理しているソバ栽培の面積はどの

くらいでしょうか、お伺いいたします。 

議長（土屋春江君）  今井農林課長。 

農林課長（今井一行君）  たてしな屋で現在管理耕作をしておりますソバの圃場につきまして
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は、３ヘクタールというふうにお聞きをしております。 

議長（土屋春江君）  11番、田中三江君。 

１１番（田中三江君）  お聞きしておりますところによりますと、農業振興公社の今年の取り

組み、ソバの二期作、これは夏ソバと秋ソバの２回の収穫が可能かどうか研究という

こと、そしてその品種選定に向けた試験栽培を始めるということをお聞きしておりま

すが、その事業の補助金は計上されているのでしょうか。この272万円の中に組み込

まれているのでしょうか、それとも農業振興公社でこれは用意するものなのでしょう

か。お伺いいたします。 

議長（土屋春江君）  今井農林課長。 

農林課長（今井一行君）  先ほどの二期作の研究をしたいという、この件につきましてはそれ

用の補助金というものは特段計上はしてございません。たてしな屋の従来の力の補助

金でありますとか、自らの事業の中で考えたものだというふうに思います。 

議長（土屋春江君）  11番、田中三江君。 

１１番（田中三江君）  少ない資金の中で自らということはとても大変なことかなと感じてお

ります。立科町の農産物のブランドを生み出していくためには、加工施設や研究機関

において独自の加工品の開発をする必要があると農業ビジョンにもあります。 

 町長にお伺いいたします。以前の質問に町長も、先ほどもですね、農業振興公社継

続していくというお答えをいただいております。町長として約２年間かかわって、補

助金の削減等もしてきております。運営方法に何か課題は見えてきましたでしょうか、

お伺いいたします。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 町といたしましては事業の成果、または目的の達成度を検討していきながらどの団

体にも補助金の交付をしておるというふうに私は思っております。運営については株

式会社立科町農業振興公社たてしな屋においてしっかり行っていただけると私は思っ

ております。 

議長（土屋春江君）  11番、田中三江君。 

１１番（田中三江君）  町からの補助が少なく、自立できるということはとてもよいことです

が、振興公社は自分で稼ぎ、経営していく民間の株式会社とは違います。アイディア

を出し、研究し、荒廃地削減に向け活動するなど農業振興のための株式会社です。建

議書にも行政としての支援をともありました。当町は気候などもよくソバの品質も好

評と言われます。ソバの会も多くなりまして、私が存じているのは細谷、蟹原、日向、

桐原、藤沢、そして古町、上房などとても多くの地区でソバの作付けが盛んになって

きております。地域のブランドとなるように皆さんで協力できる体制づくりを行政も

一緒にしていかなければと思っております。 

 農林課長にお伺いいたします。ソバ乾燥機も一昨年導入されておりますので、多く
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の農家の皆さんに働きかけも必要かと思います。立科町のブランドにしていくには製

粉機などの導入まで考えておられますでしょうか。お伺いいたします。 

議長（土屋春江君）  今井農林課長。 

農林課長（今井一行君）  ソバの生産の皆様につきましては平成27年７月になりましょうか、

立科町ソバ生産組合というような組織も設立がされております。そういう皆さんから

も是非ソバの製粉機をというようなお話も聞いております。しかしながら今時点で、

例えば導入に向けて前向きに検討するというようなお答えは、今非常に難しいです。

しっかりちょっと調べたりいろいろしながら、十分な検討が必要かなということでご

ざいます。従いまして、今現在導入を考えているということではなくて、検討してい

きたいということでお答えをさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

議長（土屋春江君）  11番、田中三江君。 

１１番（田中三江君）  検討ということでございますが、これだけ多くの皆さんが栽培をされ

ていますので、粉にして販売するほどの大きなものでなくても町内でソバを食べてい

ただけるくらいの機械が導入されると皆さん便利かと思います。ご検討をよろしくお

願いいたします。 

 農業振興ビジョンでは、豊かな自然環境を背景に新たなステージへ挑戦する機会を

つくりだすことにより、農業者が夢に向かって農業に取り組み、暮らし続けたいと感

じる農業、農村の創造を進める必要があると記されております。立科町の将来を見据

え、農家所得に向け、農業振興公社とともに研究し、生産力を高める、農業経営が維

持できる環境につながる政策を強く町長に望み、私の質問を終わります。 

議長（土屋春江君）  これで11番、田中三江君の一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩とします。再開は２時35分からです。 

（午後２時22分 休憩） 

 

（午後２時35分 再開） 

 

議長（土屋春江君）  休憩前に戻り、議事を再開します。 

 次に、５番、両角正芳君の発言を許します。 

 件名は １．米村町長が目指す４つの町づくり公約実現に向けた取り組み状況は

です。 

 質問席から願います。 

 

〈５番 両角 正芳君 登壇〉 

５番（両角正芳君）  ５番、両角です。通告に従い、質問をいたします。 

 米村町政１期目の折り返し地点に差しかかろうとしております。米村町長は、就任
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後、初の６月議会開会に当たって、次のような初心を述べられています。 

 昭和30年の山村合併から60年が経過する今日まで築き上げられてきた町の歴史や伝

統文化、郷土の先人たちの思いを未来につなげていくとともに、農畜産物などの地域

資源を生かしながら、自立堅持の立科町をつくり上げていきたいとの決意のもと、

４つの町づくりの基本的な考え方を述べられました。 

 そこで、米村町長が目指す４つの町づくり公約実現に向けた取り組み状況はについ

て、２点ほど質問をいたします。 

 まず第１点目は、約２年間の公約、１として、子供たちが夢を持ち若者が夢を語れ

る町、２として、子育てに生きがいを感じ心豊かに暮らせる町、３、この町で働く全

ての住民の努力が報われる町、４、高齢者や社会的弱者が安心して暮らせる町の取り

組み状況、特に、成果、課題等について、町長にお伺いをいたします。 

議長（土屋春江君）  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。米村町長、登壇の上、願いま

す。 

 

〈町長 米村 匡人君 登壇〉 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 今、議員が、私が就任のときに、公約の実現に向けた取り組み状況はという形のご

質問だというふうに思っています。 

 今、議員が言われたように、私は、私の目指す町づくりという形の中で、この４つ

の重点的な４点を掲げて、町長就任以来、進めさせていただいております。その中で、

この４つの指針と現在取り組みを進めている総合戦略はリンクをしているかなという

ふうに思っております。 

 皆さんご存じのとおり、町では、平成27年11月に、まち・ひと・しごと創生立科町

総合戦略と立科町人口ビジョンを作成をしてまいりました。 

 総合戦略では、若者や女性が活躍し、子供たちの笑顔があふれる町づくりに挑戦を

するとして、５つの基本目標を掲げております。１つに、活気ある経済を創造する町

づくり、２つ目に、豊かな自然とともに暮らす安全・安心な町づくり、３つ目に、郷

土を愛し、心豊かな人を育む町づくり、４点目として、健やかに、いつまでも地域で

暮らせる町づくり、５点目として、地域の力で活力あふれる町づくり、この５つを上

げて、まさに私が目指した町づくりの４つの基本方針的な方針が全て網羅をされたす

ばらしい計画を、策定委員の皆様によってつくっていただきました。この総合戦略を

確実に進めていくことが、私の目指した町づくりにつながるものと確信をしておりま

す。 

 今言われたように、この４点の掲げた目標についてという中でお話をさせていただ

きますと、１点目、「子供たちが夢を持ち若者が夢を語れる町」という形の中で上げ

させていただきました。立科町を元気にしていくためには、子供たちや若者たちが、
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郷土への誇りと未来への展望を持って生き生きと暮らしていくこと、幸せに暮らせる

ことが必要であると考えております。 

 そのためには、町の未来を担う子供たちや若者たちが、みずからの興味・関心のあ

ることに対して全力で取り組むことができれば、それぞれの将来の財産になるだけで

はなく、人材としての地域の財産にもなると感じております。また、ふるさと、立科

への郷土愛や愛着心を育むことは、みずから暮らす地域に対して夢や希望が語られる

町づくりを進めていくためには、必要と考えております。このことについては、その

総合戦略の中での、３つ目の「郷土を愛し、心豊かな人を育むまちづくり」に連動し

ているのかなというふうに思っています。 

 28年度、ＪＦＡ、日本サッカー協会によるこころの教室プロジェクトの中で、小学

校５年生、また中学校２年生対象に、そういうふうな、人と触れ合いながら団結して

いくことが必要だというような教育の中で、こういうことを実現をさせていただいて

いるかなというふうに思っております。また、加配における町費負担の教員の増員や

何かで行うことによって、その将来を担う子供たち、若者たちに、未来の立科町を託

す力をやはり与えているのかなというふうに思っています。 

 また、議員が言われた２つ目の「子育てに生きがいを感じ心豊かに暮らせる町」、

そういう中では、私も最初に申し上げたとおり、年々減少傾向にありました当町の出

生数、平成21年には50人を割り込み、ほぼ40人台で推移をしてきております。子供た

ちの笑顔や元気があちらこちらで見られるようにして、育児を支えるお母さんやお父

さんも安心して仕事ができるような支援を考えていく必要があるというふうに考えて

おります。そのためには、子育て世帯の声に耳を傾け、安心して子育てのできる環境

づくりや制度の充実を図るとともに、人と人とのつながりが子供を育てていくという

観点から、子供に、子育てに地域の力を発揮できるような仕組みづくりも必要と感じ

ております。立科で子供を育てたい、そう思っていただけるような町を目指していこ

うというふうに思っております。 

 この後については、豊かな自然とともに暮らす安全な安心な町づくりが連動してい

るかというふうに思っております。これについては、皆様ご承知のとおり、平成28年

度、保育園に通う第３子以降の保育料の無料化、また児童館の時間外による負担金を

いただかないようにする、それと、今回諮問をいたしました保育所検討委員会によっ

て、働くお母さん方のニーズに答えられるようにというような検討もさせていただい

ております。そういうふうな中で、３点目の、「この町で働く全ての住民の努力が報

われる町」という中で、農林業、また商工業、観光業などの地域産業のさらなる振興

は、町を画期づけるために重要なことだと考えております。そのためには、経営者、

従業員の方々と情報交換を密にして、政策、また施策へ反映させるとともに、品質の

よさなどで市場でも評価の高い、安心安全な農畜産物の安定した生産を支えられるよ

う努めてまいりたいというふうに言っております。また、地域の人がにぎわうという
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ことは、町が元気になる源であり、企業誘致を初め、既存の商工業者の皆様の支援に

より、町内にさらなる雇用の場を確保できるよう努めてまいりますというふうにも申

し上げております。 

 このことについては、「活気ある経済を創造する町づくり」と連動しているように

思っております。このことに関しては、先ほどもほかの議員からもご指摘がありまし

たように、農林業に対しては、農業振興という中で、米支援農家に対しての支援策と

しての、ふるさと納税を使った支援、また観光業に関しては、この12月に観光推進室

を設け、これからにかかわる観光に対しての推進を進めていくという形の中で、着実

に進めさせていただいております。 

 また、４点目、「高齢者や社会的弱者が安心して暮らせる町」づくり、いつでも住

みなれた地域で暮らし続けたいと思う気持ちは、誰もが願うことだというふうに思っ

ております。そのためには、健康、福祉の充実が重要となりますが、高齢者の方々か

らの気持ちや支えてくださる家族の声に耳を傾け、寄り添うことができる福祉事業及

び家庭内で違和感なく語り合える介護の取り組みなど、優しい手を差し伸べられる町

づくりを目指していくという、このことについては、「健やかに、いつまでも地域で

暮らせる町づくり」というものが、私も連動しているというふうに考えております。 

 また、この29年度、今まで28年度に「子育てしやすい町づくり」また「定住・移住

したくなる町づくり」という重点指針で掲げさせていただいておりますが、29年度に、

この最後の４つ目の「高齢者や社会的弱者が安心して暮らせる町」づくりということ

をかなえるために、誰もが優しくいつまでも地域で暮らせる町づくりということを重

点指針の中で上げさせていただきました。 

 それによる予算も、この平成29年度に盛り込むことによって、全ての皆さんが考え

ておられる町づくりに推進をしていきたいというふうに考えております。 

議長（土屋春江君）  ５番、両角正芳君。 

５番（両角正芳君）  今、町長のほうから、どちらかといえば、町長の方針いわゆる公約、

４つ上げております。大変、私から見ればです、抽象的な言葉でつづられているわけ

でありますが、これを今置きかえて、第５次振興計画との、あるいは総合戦略と兼ね

合わせて、その中身を、ただいま、ご答弁をいただきました。 

 その中で、ちょっと町長に確認をしたいのがございます。今、第５次振興計画ある

いは総合戦略の関係する中の、１から５までの中で、５の「地域の力で活力あふれる

町づくり」というのは、これは、安心安全な水の提供だとか河川整備あるいは防災、

それから地域コミュニティー、地域間交流等々、どちらかというと、地域の安定的な

生活を送るための基盤という部分で上がっているかと思いますが、これについては、

私の知る限りの中では、例えば３カ年の自治計画等の中で、担当課の中でやめられて

いるものもあると思います。 

 しかし、町長の１つの思い入れとして、公約として、ここの部分のとこも上がって
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いたかと思うんですが、ここには今、触れられませんでしたが、これにつきましては、

今までどういうものが行われたのか。もし行われてないとすれば、今、折り返し地点

にというふうに私申し上げましたが、これから29年度のほうには今お聞きができませ

んでしたが、この30年度、持っていかれるのかどうなのか、この辺についてちょっと

お聞かせください。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 今、両角委員が言われたとおり、この総合戦略の中で、５つ目「地域の力で活力あ

ふれる町づくり」ということに対して触れていない。これは、触れていないというよ

りは、私は、その地域の力で活力ある町づくりというものは、今言われたとおりのこ

ともあると思いますが、全て、私が１から４まで上げたもの全ても網羅できるものだ

というふうに考えております。この全てが、「地域の力で活力あふれる町づくり」に

反映をされてくるのかなというふうに思っています。 

 また、地域の力で、今言われたような形、インフラの整備、またいろいろな公共施

設ということ、また、その地域の皆さんが何を望んでいるのかというのは、先ほども

お話をしたとおり、平成29年度に、町民の皆さんと膝を交えて、ゆっくりと、これか

らの町に何が必要なのか、どういうことをしていくべきなのかということの議論をお

話をしていくために、時間をつくっていきたいというふうに考えております。 

 そういう中で、「地域の力で活力あふれる町づくり」をしていきながら、行政と住

民皆さんとで協力をしていきながら町づくりをしていくということが、僕は必要だと

いうふうに感じてはおります。 

議長（土屋春江君）  ５番、両角正芳君。 

５番（両角正芳君）  わかりました。 

 いずれにしても、そうはいいましても、２カ年の中で全てを網羅して進めることは

難しいと思いますし、ただ、私思いますのは、やっぱり町長、当然、立候補されて、

それに町長に就任されて、当然そのときから、４年といいますか、４年１期を１つの

目標に向かって突き進むと、そのときには必ず自分の公約、掲げられた公約というの

は、町民の皆さんとの約束でもあるわけでございます。これをどのようにひもといて、

この４年間を進めていくのかというのは、町長そのものの行うことではございますが、

少なくとも２カ年が過ぎている中で、これから計画をして進めていくというのに、そ

の後間に合うのかどうかという点で、ちょっと私は疑問を感じるところもあるわけで

すが、しっかりと、残り２年間の中で進めていただければというふうに思います。 

 先ほど町長は、全てのものが私の公約に網羅されているというお話をされましたが、

１つ、私これは疑問というよりは、できれば町主導の部分が欲しいなと思っているこ

とが１つございます。それは、やはり確かに移住・定住、それから子育て支援という

ものは、今、人口減少に歯どめをかけるという意味の中では、から全国どこでも行っ
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ていることでありますし、またそれを推し進めるための施策というのは当然大事では

ございます。 

 しかしながら、それらに対するやっぱり財源というものも必要になってくるわけで

ありまして、必ずプラス納税や国からの地方交付税等で全てが賄えるものではござい

ません。やっぱり自主財源を確保するためには、やはり地方の産業の活性化というも

のが当然必要になってくるというふうに私は思ってるわけであります。この原資がな

ければ、どんなにすばらしい計画を立てても、それはですね、絵に描いた餅になって

しまうんではないかというふうにも思っておりますので、その点でちょっとお伺いを

いたしますが、今、立科町の里側では、商工業関係、商工会を中心に行われておりま

す。しかし、これにおんぶにだっこになって町の産業経済が活性化できるものではご

ざいません。山の観光だけ進めるというわけにもまいりませんし、また、教育や環境

だけを進めるだけというわけにもいきません。一番は、やっぱり稼ぐ原資、これの原

点にやっぱり力を入れるべきではないかと、私は思っております。 

 そこで町長、公約の中でも若干うたわれておりますけれども、商工業の関係につい

て、今、企業誘致というのは、前回私も一般質問させてもらいましたが、そうではな

くて、現在ある立科町の商工業者、これらとどのような話し合いを持ち、どのような

先々の見通しを持って協議をされてきているのかどうか、その点について、ちょっと

教えてください。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 今、両角議員も言われたように、これから非常に町の財政というのが厳しくなって

くるというのは、議員もご理解のとおり、私も理解をさせていただいております。日

本の国自体が、今非常に財源も厳しくなっていく、赤字の中で、一生懸命、今、国の

運営もされているというふうに認識はしています。 

 その中で、私たち立科町も依存財源に頼る、その体質というものは、やはりいつま

でも続くものではないというふうに考えてはおります。立科町も、６割は地方交付税

の中で、自主財源が乏しい中での運営になっています。その中でも、地方創生という

国の流れの中で、地方が非常に試されている時代だというふうに感じてはいます。今

だからこそ、今だからこそやっていかなければいけない、取り進めていかなければい

けないというふうに危機感も感じております。地方交付税、国からの、そういう地方

交付税というものがなくなっても、いつまでも、この立科町が自立ができるようにす

るために、１日もやはり無駄にすることはなく、施策を考え、また、それを議員の皆

さん、また町民とも議論を重ねながら方向性を進めていくということが必要なのでは

ないかなというふうに考えています。 

 今いろいろの中で、こないだも、議員の皆さん、また役場の職員も交えた中で、稼

げる町づくり、今、国でも進めている日本版ＤＭＯの構築というような研修会の中で、
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今地方が、そういう流れの中で、いかに自立をしていきながら稼ぐことができるかと

いうようなチャレンジも、全国的に各地でも進んでいます。その流れはしっかりとキ

ャッチをしていく中で、コピーにならず、金太郎あめにならないように、町独自のも

のをつくり上げていくということが早急かな、つくることをしていかなければいけな

いかなというふうに考えてはいます。 

 そういう中で、企業誘致、またこれからの町づくりというものでも、しっかりと考

えた中で方向性を出していき、自立が堅持できる町づくりを目指していきたいという

ふうに考えてはおります。 

議長（土屋春江君）  ５番、両角正芳君。 

５番（両角正芳君）  町長、本当にしっかりとした立科町の経済、これは、こういった、非常

に交通利便性があまり恵まれていないということは、当然、今、企業誘致というよう

な話もございました、並大抵ではできないというふうに私も思っています。 

 しかし、いつまでも昔あった企業のまま立科町がずっといくということも、これも

町の活性化にはつながりませんし、新規就農という農業問題もあると同じように、企

業問題も、新しい企業者を発掘する、そしてまたそれに今ある企業の皆さんのつくっ

ているもの、そのものを立科町の１つの財産として活用して、立科町の活性化につな

げていくというようなことも含めて、企業の皆さんと十分なる、やっぱり技術論も含

めて、常に定期的にご検討いただいて、ご議論いただければありがたいというふうに

思います。 

 いずれにしましても、まだまだ、あと折り返し地点という段階でございます。また、

締めくくりの時点等を捉えて、改めてお聞きをさせていただきますが、ただ一つだけ、

ちょっと私、町長の、先ほどもおっしゃっていただきましたが、ちょっとわからない

点が１点あります。 

 それは、さっき私のほうで丸の１から丸の４っていうのをつけてお読みをしたわけ

でありますが、町長の公約の中の、いわゆる丸の１の「子供たちが夢を持ち若者が夢

を語れる町」と、この考え方を補完する施策ですね、これが何なのかというのがちょ

っとはっきりと読み取れない、先ほどもちょっとお聞きしたんですが、ちょっと読み

取れないわけです。 

 それはなぜかといいますと、町長は、町の未来を担う子供たちや若者たちがみずか

らの興味・関心のあることで云々って先ほどもご答弁いただきました。その中で、人

材として地域の財産を云々っていう中に、手前に「全力で取り組むことができれば」

というような、「全力で取り組むことができれば、それぞれの将来の財産になるだけ

ではなく、人材として地域の財産にもなるものと感じている」と言いますが、この

「全力で取り組む」ためには、町として、本当にどういう実行力のある施策をお持ち

なのか、もう一度お答えをください。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 
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町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 本当に、未来を担う子供たちは町の宝、財産だというお話は再三させていただいて

いるというふうに思います。先ほど、こないだ蓼科高校の子供たちも、卒業の折に、

祝辞の中で、夢を持つことが必要だということも訴えさせていただきました。 

 本当に、私たち大人が、未来を担う子供たちに、やはり全て全力でやはり取り組む

ということが、僕は必要なのかな、その姿勢を見せていくということが、大人として

必要なことだというふうに思っています。何も、何も逃げることなく問題に取り組む

その姿勢というものを見せていくということが、子供たちに対して、将来をしっかり

と見据えながら進む力を与えるのではないかなというふうに思っています。 

 いろいろな部分で、教育を行っている先生方も、子供たちの教育には全力で向かっ

ていただけているというふうに思っていますし、子育てをされている親御さんたちも、

全力で子育て、自分たちの子供たちの将来のことを思い、全力で子育てをされている

というふうに思っています。 

 また、私たちも、この町をあずかる行政の人間として、役場職員、また全員が、そ

ういう子供たちの将来に向けて、どうあるべきなのか、町の行政をどう担っていくべ

きなのかということに対して、しっかりと全力で僕は取り組んでいるというふうに思

っております。 

 議会の皆さんも、そういう中で、しっかりと全力で、僕も取り組まれているという

ふうに思っております。そういう中で、この「全力で取り組むことができれば、それ

ぞれの将来の財産になるだけではなく、人材として地域の財産にもなると感じてい

る」というふうな言葉を使わせていただいているというふうに思っております。 

議長（土屋春江君）  ５番、両角正芳君。 

５番（両角正芳君）  わかりました。いずれにしても、やはりまだまだ、町長、これから町長

自身の施策がはっきりと見えてくるときが来るわけだと思って私はいますので、期待

をさせていただきます。 

 それでは、次の質問に移らさせていただきたいと思いますが、２点目の質問であり

ます。米村町政として、実質的に２回目となる新年度予算編成がなされまして、今定

例会に多くの新規事業が取り入れられた一般会計当初予算が示されております。また

一方では、同僚議員のほうからも出ておりますように、今後18年間を見据えた公共施

設等総合管理計画が並行して策定中であり、今、県のほうに見てもらっているのかど

うかちょっとわかりませんが、いずれにしましても、老朽化が著しい古い施設で、改

修の必要性が認められるものは、管理計画決定前でも先行して実施やむなしというふ

うに思われますが、人口減少が加速化し、公共施設の利用ニーズに変化が生じてくる

ことが予想される中で、十分な議論を経て、統合や縮小及び拡充など、今後を見据え

たそれぞれの施設整備計画が立てられることと思われます。 

 そのためには、常に町民皆さんの合意形成を図ることが、私は必要不可欠ではある
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ではないかというふうに考えております。そのような観点に立ち、２点目の質問をい

たします。 

 平成29年度の予算編成において、公約を実現するために計画した重点施策は何か。

また、その財源はについて、町長及び担当課長にお伺いをいたします。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 平成29年度の予算編成の重点指針として、28年も上げています「子育てしやすい町

づくり」、「定住・移住したくなる町づくり」はそのまま継続をし、また新たに、

「誰にも優しく健やかにいつまでも地域で暮らせる町づくり」を加え、３つを掲げて、

予算編成に挑ませていただきました。 

 総合戦略で掲げる基本目標の達成と人口ビジョンに掲げる人口減少の抑制につなが

る指針としまして、重点指針の新たな施策について、それぞれ３つに絞り込んで申し

上げます。 

 「子育てしやすい町づくり」の施策では、１つ目として、高校生手当を創設し、子

育て支援を行い、立科町に住む高校生１人月額3,000円を給付するもので、児童手当

ではなく、よりお金がかかる高校生に、町として支援をし、子育てを応援する町の姿

を町内外に発信していこうと思っております。その経費として、756万円を計上をい

たしました。また２つ目に、昨年度から第３子の保育料の減免をし、ほぼ無料化とな

っておりますが、事情により町外の幼稚園などに通園をしているため制度に該当しな

い世帯があるため、制度拡充を行い、町民誰でも第３子以降の保育料がほぼ無料とな

るようにする経費として、92万6,000円を計上をいたしております。また３つ目とし

て、子供の育成と教育・文化の振興事業基金を創設をし、この基金は、ふるさと寄付

金を原資にすることにしております。立科町の子供たちの育成のために広く寄付金を

募り、子育て支援の充実を目指す29年度の予算は300万円を計上をしております。 

 また、「定住・移住したくなる町づくり」では、１つとして、ふるさと交流館に移

住サポートセンターを開設して専門職員を配置し、移住希望者及び移住者の生活全般

について、ワンストップサポートをして行きます。２つとして、地域再生計画を作成、

テレワーク事業の推進、地域おこし協力隊の増員など、町への新たな人の流れをつく

る地方創生推進事業として、合計1,740万円を計上をいたしました。３つとして、新

婚新生活支援補助金制度を、県の補助金を活用して実施を行います。結婚に伴う居住

費や引っ越し費用に対して、上限24万円を補助金として交付をし、結婚の支援をいた

します。 

 ３点目、「誰にも優しく健やかにいつまでも地域で暮らせる町づくり」では、１つ

として、平成29年度において、高齢者福祉計画、介護保険事業計画、障害者福祉計画、

実施計画を検討し、住みなれた地域で、高齢者や障害者の方がいつまでも生活を送れ

るよう、総合的な福祉計画を策定をいたします。作成経費として、529万2,000円を計
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上をしております。２つとして、高齢者や障害者、子供といった垣根を越えて、支援

を必要としている人を一体的に支える地域共生社会に向けた準備を社会福祉協議会で

検討をし、共生型介護予防事業に向けた準備経費として、877万6,000円を計上をいた

しました。３つ目として、18歳以下のお子さんと障害がある方などの交通災害共済金

を無料化する経費として、36万8,000円を計上をいたしております。 

 それぞれの財源については、町単独事業で町の姿勢を示していくもの、また国、県

の補助金を活用していくもの、さらには町へのふるさと寄付金を募り活用していくも

のなど、それぞれ工夫をし、さらに町全体の予算を総合的に検討して、予算編成をし

ております。 

議長（土屋春江君）  ５番、両角正芳君。 

５番（両角正芳君）  私のほうで担当課長さんとお話もしましたけど、町長のほうから全てご

答弁いただきましたのでいいかと思うんですが、実は、私、ただいま町長のほうから

お話がございました新しい新規事業、たくさんございます、今回も全員協議会等で事

前の説明を受けていない29年度新規事業が数多く予算化をされておりますが、その中

でも特に費用対効果や必要性、そして近隣の関係市町村等に与える影響なども考えら

れた上で決断されたものなのかどうかという内容のものも見受けられます。そこで、

特に私として理解に苦しむ新規事業に関して、ここで町長にお聞きをいたします。 

 その１つ目は、新聞にも大々的に掲載された、先ほど町長のほうからも話ありまし

たが、子育て支援や移住・定住の一環としての位置づけで、29年度新規の高校生手当

が予算化をされています。ご案内のとおり、中学校までの義務教育期間における各種

の支援事業は、町行政が支援することが妥当だと認められたものに対し、世帯の所得

に応じた支援体制がとられることは、ごく自然のことかと思いますが、町内に住所を

有する全ての高校生を対象として、一律月額3,000円、年３万6,000円の手当を支給す

ると、いわゆる現金を支給をするということですが、市町村行政の立場として、いか

がなものかと思います。18歳以上の高校生に選挙権が与えられ、成人年齢引き下げ論

も昨今取り出される中で、高校生世帯だけに現金を一律支給するということは、大い

に問題があるのではないかと思われます。加えて、他の市町村にも少なからず影響を

及ぼすことになりかねません。 

 信濃毎日新聞には教育長のコメントが掲載されておりましたが、町の姿勢という問

題でありますので、町長にその真意を改めてお伺いいたします。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 これは、本来であれば教育長がお答えをする項目だというふうに思いますが、両角

議員の言われたとおり、私のほうからお答えをさせていただきたいというふうに思い

ます。 

 この高校生手当については、皆さんもご存じのとおり、民主党政権のころに高校生
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授業費の無料化ということが進められました。私も子供４人おりますので、その恩恵

に子どもたちはあずかることになり、卒業し、今大学に向かっております。 

 そういう中で、今非常に子育ての環境というものが変化をしてきております。この

立科町に住む、小学校から幼稚園、福祉手当、児童手当というと、中学校卒業までは

児童手当というものがあるというふうに、皆さんもご存じのことだというふうに思い

ます。しかし、高校に入るや否や、そういうものが全てなくなっています。 

 町とすれば、医療費という形、福祉医療費という中で、18歳まで拡充をさせていた

だいています。そういう中で、こういう、今まで国が政策として進めていた、そうい

うものが今なくなっている、そういうことを考えた中で、やはり子供たち、高校生を

抱える親御さんたちのための支援ということも含めた中で、今回、高校生手当を創設

をさせていただき、月額3,000円、3,000円でいいのかという議論もあるかというふう

に思いますが、月額3,000円という中で予算を組ませていただきました。広く、やは

り未来を背負っていく子供たちのためには、私は町としてしっかりとこれを打ち出す

ということが必要であるというふうに考えております。誰もがやはり学校に行くこと

に対して、その負担をする、そういうことの中で、高校生に対しても、その負担が軽

減できる一助となれば、この未来を背負う子供たちの、未来に明るいこの町の立科町

らしさという中で、立科町に対しての敬愛の念も生まれるのではないかなというふう

に思っています。 

 これは本当に長野県の中でも先駆けたことだというのは、この間行われた長野県町

村会の組長の間の中でも、よくやったという議論と大変なことを始めたねという議論

と、賛否あったことは確かなことだと思います。しかし、ほかの町村に、私は悪い影

響はないというふうに思っています。みずからやはりこの立科町が、子供たちの未来

に対して必要な経費を町費単独の中でやっていくという姿勢を示すということは必要

なことだというふうに考えております。 

議長（土屋春江君）  ５番、両角正芳君。 

５番（両角正芳君）  多分、この話は、町長と話をしていますと、多分平行線だと思います。 

 いずれにしても、私もよしんば百歩譲って、一人前になるまで支援する姿勢を示す

んだということであるならば、高校生のいる低所得世帯に限り、現金支給ではなく、

学習教材等の支払い領収書と引きかえに助成をするとか、あるいは、将来、愛する立

科町に何らかの貢献をしていただき、その中のリーダーになっていただいて町を盛り

上げてほしいというような思いから、経済的に恵まれない家庭の高校生の進学の後押

しする給付型の奨学金制度を創設して支援するなど、いずれの方法であっても、所得

に応じての公平さが保たれるような配慮が施されるのであれば、高校生対象であって

も検討する余地はあるかもしれません。いずれにしても、慎重かつ的確な対応が必要

かと考えます。 

 これらの問題に限らず、町長自身が特別な思いを持って進めたい子育て支援策など
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があるとするならば、前任者のこと言っては何でございますが、報酬をカットして財

源を見出すなど、町長みずから身を切る覚悟がなければ、多くの町民の皆様の理解は、

私は得られないのではないかと。もちろん、対象する皆さんにとってはありがたいと

いうふうに思う方もいるかもわかりませんが、しかしこれは、町民の皆さんの大切な

税金を投入するわけでございますので、その辺について、今私が申し上げた、こうい

った身を切るような覚悟があるということであれば、またそれも一つかというふうに

も思いますが、ただいま申し上げたことについて、町長はどのようなご見解をお持ち

か、お聞かせください。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 本当に、今、両角議員の言われたことも納得のいくところかなというふうには思い

ますが、ひとつ考えていただければ、これは高校生全体をどう支えていくかというこ

とも必要なのかなというふうに考えています。 

 立科町は、やはり蓼科高校という高校を抱えながら、この高校を維持するために町

費を投じながら、その高校生支援に当たっている。そういうことも踏まえた中で、私

は、高校生に、やはりこういう光を当てていくということが、行政として必要なこと

だというふうに思ってはいます。昨年、またその前、就任をしてから、いろいろな地

域に出向きお話を伺っていく中で、その高校生に対しての支援というものに対して熱

い思いをお持ちになっている町民の皆さんから、いろいろなご意見をいただきました。 

 そういうことを総合した中で、やはり立科町の子供たちをしっかりと立科町は応援

をしていくということが、僕は必要だというふうに思っています。それは、さらなる、

やはり高校生、どこの高校生というか、この立科町に来る高校生にも、そういう支援

を町がしているという中では、やはりしっかりと町も考えていかなければいけないの

かなというふうに考えてはおります。 

議長（土屋春江君）  ５番、両角正芳君。 

５番（両角正芳君）  高校生に一律支給するということが公平だというふうに町長はご判断を

されているようでありますが、私は逆です。やはり公平さというのは、そのご家庭ご

家庭に所得があるわけですし、そのご家庭の都合もあります。その中で、小中という

義務教育期間であれば別ですけれども、そういうことに関して考えると、逆に私は不

公平ではないかというふうに思いますので、少なからずとも所得制限をかけるべきだ

というふうに私は思っておりますので、これはなかなか議論が合いませんのでやめさ

せていただきますけれども、やはり国や県が行うこと、あるいは末端の市町村が行う

ことというのは、やっぱり区別をされて、税金の使い方を明確にして行政運営に当た

っていただきたいというふうに私は思っておりますので、強く要望して、問題は終わ

らせていただきます。 

 また、もう１点、２つ目の点で、私がちょっと疑問に思っておりますのを申し上げ
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ますと、町長が掲げた公約実現に際して、課題の１つに上げられている公共施設の更

新や利活用への対応があるかと思います。 

 そうした中で、今回29年度新規事業として、旧千草保育園の耐震診断委託が、これ

はアスベストも含めてというふうに思いますけれども、予算化をされております。こ

の施設は、いまだ施設料が決まっていません。私も前に一般質問の中でも、この問題

については跡地利用を早くというようなお話もさせていただきましたが、旧千草保育

園は、ご案内のとおり昭和56年の２月９日に竣工をし完成をされている建物で、多分、

新耐震の基準は満たされていないであろうというふうに思われますし、アスベスト問

題等も考えられる施設であります。 

 なぜ、このタイミングで400万以上もの税金を投入して耐震診断の委託事業を行う

のか。早急に対応すべきものは、同僚議員の中も出ておりましたが、中央公民館ある

いは図書館等々の、やはり前にぶら下がっている近々の課題、これらの検討も忙しい

ということもあるわけでございまして、なぜ、まだ目的が決まってもいない、どのよ

うにしていいかわからない、この千草保育園を、幾ら１つの価値を高めるといいまし

ても、400万以上のお金を投入するということがいかがかというのを思います。これ

について、町長の明確なご答弁をお願いいたします。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  そのことについては、担当の総務課長より答弁をさせていただきます。 

議長（土屋春江君）  長坂総務課長。 

総務課長（長坂徳三君）  それでは、お答えをしたいと思います。 

 今回予算計上させていただいたというのは、財産管理という立場で予算計上させて

いただいたわけですけれども、公共施設、旧千草保育園跡地が統合になってからずっ

と利活用されてないということで、各方面の方から、早急に利活用していったほうが

いいんじゃないかということで声をいただいております。 

 私、昨年、一昨年からですかね、総務課のほうに来たんですが、中にはあそこの施

設を買いたいという業者さんもいらっしゃいました。しかしながら建物については、

その業者さんは要らないよという業者さん、またもう一つの業者さんにつきましては、

その建物について倉庫として使いたいというようなお話もあったわけですが、耐震が

やはりどうなっているかというようなお話、あるいはアスベストがどうなっているか

というようなお話を受けております。 

 その中で、町が直接譲渡していく場合について、そこら辺しっかりしたものを持っ

ていないで譲渡していくっていうことは難しいのではないかということも考えており

ます。また、資産的なものを、専門家に金額を出してもらうにしても、その耐震にな

っているか、なっていないかというようなことによっても、資産としての価値が大分

変わってくるということでございます。 

 その新耐震の基準が出たのが６月だったかと思うんですが、保育園ができたのがそ
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の同じ年の３月ですかね、ちょうどぎりぎりそこの境目のところということでござい

ますので、ここでしっかりしたものを検討したいという、そういうことでございます。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  ５番、両角正芳君。 

５番（両角正芳君）  総務課長のおっしゃることもわからないではないんですが、少なくとも

千草保育園を建てるという計画を立てられたのは、もうちょっと前だと思うんですよ

ね。実際に、もちろん竣工になったのは該当年（シンイン）法が施行される年の、い

わゆる年度前、年度後という切れ目のところというふうには思いますが、少なくとも、

そういう新基準がまだできてない段階でできていた建物が、できていたというよりつ

くっていた建物が、当初の全体計画あるいは実施の計画の中に含まれているかどうか

ということになると、これはやっぱり私は疑わしいと思いますし、これらのものが、

今、元のものが、何かわかるもんがあるかって言えば、多分古いですからないんでし

ょうけども、ですが、そうであるならば、少なくとも、多分この議会のほうにこの話

がされていて、こういう理由なんだというもんが出て初めて、これは予算化されるべ

きだと私は思うんですよ。これはちょっと言い方悪いですが、これを続けていますと、

議会軽視ですよ、これ。ですから、少なくとも、もしそうだとするならば、やっぱ事

前のちゃんとした説明をし、議会の皆さんに諮っていただく。それである程度の方向

性、それはもちろん最終決断されるのは理事者でありますし、私ども判断することで

はありませんが、しかし、これは町民の皆さんとの代表でもある、やっぱり議会にも

しっかりとした説明をしていただきたい。 

 たまたま予算の中に書いてある内容を見ると、ちょっとニュアンス的には、土地の

売却というような、建物の売却なのか土地の売却なのかわかりませんが、そういった

こともちょっと想像されるような部分もありましたけれども、しかしそれはあくまで

も想像であって現実にあるわけではありません。したがって、その前にしっかりとし

た説明をしていただきたいということを申し上げたいと思います。そういうことで、

これは、あと町長にはお聞きしませんけれども、そんなことで進めていただくという

方向で考えていただきたい、あとは議員のほうで、これは議会のほうで議論されるも

んだというふうに思っております。 

 この保育園跡地の問題もそうですけれども、保育園の施設に関する町の対応という

ことになりますと、現時点で非常に考えられますのは、私が聞いてる範囲の中では、

保育園の未満児の受け入れ、スペースがちょっと不足しているというようなことも話

も聞いているわけであります。しかし、内容的には、多分29年度は、今あるどこかの

部屋を少し利用して急場をしのぐというようなことも一部では聞いているわけであり

ますけれども、しかし、私は基本的に、もちろんこの未満児、３歳までの未満児とい

うのは、家庭で育児をすることがベターだというふうには考えておりますけれども、

昨今の核家族化や夫婦共働き等に鑑みて、未満児の受け入れも仕方ないことかと思い
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ます。という観点から考えますと、これから待機未満児問題も含めて、たてしな保育

園内に、そういった施設を、安心安全という観点も含めて、増築等も含めてのスペー

ス確保、あるいは、もっと言えば、加えてもっと小さい未満児の１歳以下を扱う、あ

るいは１歳11カ月幼児もそうなんですが、基本的には、保健師さんなりあるいは看護

師さんなりを常駐していただくというようなことがベターではないかというふうにも

思っております。 

 やはり、人の子を預かるという観点の中では、安心な保育を続けていくということ

になれば、保育士さんも何これ大変な問題でありますし、それだけの責任を負わされ

るわけでありますので、そういったことは、こういう跡地利用の問題も、これ必要な

のかもわかりませんが、私はやっぱり優先順位があるんではないかというふうにも思

っております。これは、千草保育園のお話も今ありましたので、あれですけども、町

長に、今私が申し上げた未満児のほうの関係については、今どのようになっていて、

対応はどのようにするおつもりなのか、お聞きをいたします。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 これは、議員の皆さんもご存じのとおり、保育所運営検討委員会の中で諮問をさせ

ていただきました。ゼロ歳児の受け入れについての諮問をさせていただき、答申をい

ただきました。その答申内容については、また、ここに資料がないもんですから詳し

くはお話はできませんけれども、そのゼロ歳児からの受け入れをできるようにやっぱ

りしていくというような答申をいただいたように覚えています。早急にということじ

ゃなくて、まずは６カ月からの受け入れを行いながら、随時検討していきながら、進

めていくというような形の中で、答申の１つの中に、その千草保育園という文言が入

っていたように記憶はしています。 

 ただ、それが適当なのかどうなのかということは、今後また検討を重ねながら、し

っかりと方向性を出していくということが、町に必要なことだというふうに考えてお

ります。 

議長（土屋春江君）  ５番、両角正芳君。 

５番（両角正芳君）  今、町長からご答弁をいただきましたが、やはり私は、人１人の子供さ

んを預かるということは、非常に重い責任を負わされるわけです。これ保育者だけに

限らず、関係する皆様方、当然のことながら非常に神経をすり減らして、当然それに

対処しているということだと思うんですね。これは私も、家庭的なこと言っちゃいけ

ませんが、自分の孫を来たときに見ても、もちろん孫ではありましても、自分の子供

ではないということは、非常な、やっぱり神経をすり減らして、本当に気を遣ってい

ます。 

 それを、ましてや保育園の中で、あれだけ多くの子供さんがいる中で、３歳未満児

といってもゼロ歳児ということになりますと、もうこれは大変な、踏まれても危ない、
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何をしても危ない、そういう中で、危険度は非常にあるというふうに私は思いますの

で、買ってからではもう遅いということが思いますので、できましたら、そういった

子供さんの対応については、慎重なる対応をしていただきたいし、また、そこにかか

る経費があったとしても、しっかりと議会のほうにも示していただいて、理解を得る

中で、やっぱりいい方向で進めていただきたいというふうに私は思っております。 

 最後に、結びに入らせていただきますが、末端の市町村ということは、一番住民の

皆さんと一番近い関係にあるわけであります。これは、住民の皆様はいろんなニーズ

を持っておられます。そのニーズをどのように捉えて、それを限られた財源の中でど

のように進めていくかというのは、これは町長のやはり、今日もお話ありましたが、

持っているビジョン、このビジョンを限りなく、町の職員皆様方に浸透する中で、い

かに効率よく、いかに町民の皆さんの負託に応えていただく。それは、全ての皆さん

というわけにはいかないかもわかりません。そういった中で、現在、地方交付税の減

額や人口減少等に起因した税の落ち込み等が予測される中で、地域産業の活性化によ

る自主財源はもとより、税の効率的な運用を図りつつ、できる限りの節減を行ってい

かなければ、自立堅持など到底及ばないと、おぼつかないと私は思っております。 

 特に、これから公共施設等管理計画が示される中で、住民の皆さんにもしっかりと

したコンセンサスを得て進めていかれることと思いますが、どちらにしましても、や

はり人口が減っていくことは間違いありません。人口が減ることは避けられないとい

うふうに思いますので、どうか米村町長におかれましては、子育て世帯に優しい、一

見耳ざわりはいい施策かもわかりませんけれども、しかし、費用対効果や町の進める

べきものが緊急性のあるものなのかどうなのかというのを慎重に見きわめて対応して

いただきたい。常に、長任期にかなう町政運営としていただくことを切に願いまして、

私の一般質問を終わらせていただきます。 

議長（土屋春江君）  これで、５番、両角正芳君の一般質問を終わります。 

 ここで、暫時休憩とします。再開は３時45分からです。 

（午後３時33分 休憩） 

 

（午後３時45分 再開） 

 

議長（土屋春江君）  休憩前に戻り、議事を再開します。 

 次に、１番、今井英昭君の発言を許します。 

 件名は １．防災対策について 

     ２．建設課に関する事業についてです。 

 質問席から願います。 

 

〈１番 今井 英昭君 登壇〉 
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１番（今井英昭君）  １番、今井英昭でございます。防災対策についてと建設課に関する事業

について、通告いたしましたとおり質問してまいります。 

 まず、防災対策についての質問に入る前に、おとといの５日に発生いたしました長

野県防災ヘリコプター墜落事故において、痛恨の結果となり、当町の管轄内である佐

久広域連合消防本部の大工原さんも搭乗されており、ご冥福を心よりお祈り申し上げ

ます。 

 では、最初の質問に進みますが、緊急告知方法について防災無線の問題点と課題を

問う。 

 運用が始まって１年が経過しようとしています。来年度の当初予算には、防災無線

の保守点検費として312万円計上されており、その中身については、この後行われる

委員会で詳細について確認していきたいと思いますが、まず、町民からの要望、苦情

などを中心とした問題点について伺います。 

議長（土屋春江君）  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。米村町長、登壇の上、願いま

す。 

 

〈町長 米村 匡人君 登壇〉 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 防災行政無線の問題点と課題という形の中でお答えをさせていただきます。 

 防災行政無線は、美上下、伊北の各公民館、集会所等34カ所に野外スピーカー付き

の子局、野外送受信局を整備し、加えて屋内受信局を避難時一時集合場所、医療機関、

公共施設など56カ所に設置する工事が、昨年度に完了しております。 

 災害の多くは、突然襲ってきます。災害が発生したときには、情報が錯乱すること

により、人々がパニック状態になることが少なくなく、被害を最小限に抑え、２次災

害の発生を防ぐのは、正確な災害情報の収集と地域住民への迅速な情報伝達が重要で

あり、災害時の情報収集、伝達手段の確保を目的に防災行政無線を構築しております。 

 詳しいことについては、総務課長がお答えをいたします。 

議長（土屋春江君）  長坂総務課長。 

総務課長（長坂徳三君）  町民からの要望、苦情ということでよろしいでしょうか。 

 防災行政無線につきましては、昨年の９月４日に行いました立科町総合防災訓練当

日に、伝達訓練といたしまして避難訓練参加の呼びかけとあわせまして、防災行政無

線の聞こえにくい箇所を区長さん、また部落長さんに確認をしていただき、報告をい

ただきました。聞こえにくい場所や共鳴により内容が聞きづらい場所などが判明し、

可能な限り対策を行い、検討をしてきました。また、雨天のときなど聞こえないとの

指摘もいただいております。また、共鳴して聞き取りにくいとの報告につきましては、

今後、隣接する子局で共鳴しないように、時差を設定して放送が流れるように検討を

しております。 
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 また、集落の端部で音が小さく聞き取りにくい、また音が届かないという報告につ

いては設計業者とも相談をいたしましたが、風向き等により現状では改善が難しいと

の見込みであります。また、降雨のときなども聞こえにくいことが想定されておりま

すが、防災行政無線のみで情報伝達していくには限界があるということでございます

けれども、この防災行政無線を整備したことによりまして、屋外にいる方への伝達に

ついては大きく向上したのではないかというふうに考えております。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  １番、今井英昭君。 

１番（今井英昭君）  この１年、特に９月のときにいろんな要望があったということで、今、

音が小さくてという意見はあったと思うんですが、逆に音が近隣で近いということで

うるさいという話も、私は町民の方からも聞いたことがありますので、今、答弁いた

だいた中でそういった問題点について、一つ一つ、まだ１年経過したばかりですので、

これからまだまだ問題点については出てくると思いますので、その解決のほうを望み

たいと思っております。 

 次に、課題として防災行政無線のより効果的な活用が望まれると思いますが、放送

可能な内容は、以前、町側からの説明では、補助金を活用している関係で防災情報の

み放送できると説明がありました。再度、防災行政無線の活用できる範囲について伺

います。 

議長（土屋春江君）  長坂総務課長。 

総務課長（長坂徳三君）  お答えをいたします。 

 立科町で整備した防災行政無線は、交付税措置のあります地債を借り入れをいたし

まして、総務省の支援総合通信局より電波の使用許可を受けて整備されております。

このため、放送内容については一定の制限があります。 

 放送できるものといたしましては、災害時の情報伝達及び情報収集、危険地域への

警報などの情報、避難勧告などの情報でございます。また、平常時の情報伝達といた

しましては、防犯情報、防災情報、時報のお知らせ、全国瞬時警報システム「Ｊア

ラート」と言われるものですが、により伝達される情報及び行政情報となっておりま

す。 

 この行政情報につきましては、現在、立科町では、内規により放送を見合わせてお

ります。理由といたしましては、今、議員さんおっしゃったとおり、近隣住宅への配

慮と、それともう１つ、防災行政無線、これが頻繁に鳴って、何ですか、この防災行

政無線が鳴ったときは大変な事態が起きていることを認識していただくために、放送

する頻度を抑えるために、行政情報は現在流していないと。そういうことでございま

す。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  １番、今井英昭君。 
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１番（今井英昭君）  この最後の行政の情報の放送という部分についてちょっと着目していき

たいんですが、今、規定があってなかなかできないと。この放送自体が緊急のときに

使いたいというお話でしたが、この線引きは確かに難しいとは思います。ただ、かな

りの額をかけて投資して補助金も使っているという部分もありますが、かなり活用方

法によっては効果的な放送になると思います。今、近隣の方がうるさいというご指摘

もあるということなんですが、そもそもずうたいを見ていただければ、でかい音が鳴

るのは誰が見てもわかる話であって、そういった説明を町がしてこなかったという部

分にも問題があると思います。 

 ですので、今からでも該当する町民の方には丁寧に説明をして、この内規があると

いうことなんですが、それをまた解決していただきながら、この放送設備を十分に活

用した形で運用していただければと思います。 

 次に移ります。現状の情報格差を把握しているのか、その上で全体的な告知方法を

どのように進めていくのか。 

 現在、町内において緊急告知を知る手段は、防災行政無線、町のホームページ、Ｊ

Ａの有線放送、携帯電話のエリアメール、蓼科区におきましては各戸にある防災無線

だと思いますが、冒頭の中の課題の１つでもあるとは思うんですが、メーンとなる防

災行政無線は、新しい住宅、特に高気密になっている住宅なんかは音が家の中にいる

と聞こえなくて、また、雨でも降っていれば余計に聞こえないということ。また、Ｊ

Ａの有線に加入していない家も増えていたり、携帯電話を持っていなければ、そもそ

もエリアメールも受け取れないと、万能な手段は今のところとれていないと認識して

おります。 

 来年度の予算におきましては、防災費で防災アプリを構築するということを聞いて

いますが、近隣の東御市の例では、ＦＭとうみを活用して、各戸に緊急告知ラジオを

導入しているということです。 

 当町におきましても、このような仕組みが導入できれば、かなりの情報格差が解消

されると思いますが、当町において誰が、またどのようなときが情報の伝達が弱いと

考えているのか。また、今後、それを解決していくための施策の着地点をどのように

構想されているのか、伺います。 

議長（土屋春江君）  長坂総務課長でいいですか、町長。米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをします。 

 情報格差とのご質問ですが、防災行政無線が整備されていないときは、野外にいる

人に情報を伝える手段は広報車によるものが主だったと考えると、格段に向上をいた

しております。ただ、防災行政無線も聞こえにくい箇所など、区長さんや部落長さん

のご協力により把握をしておりますが、全戸に声が届くように整備をしていくことは

非常に難しく、また、大きな経費も必要となってまいります。 

 誰がどのようなとき情報の伝達が弱いかとのことですが、家の中か外、車の中、農
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機具で作業中、昼間か寝ているときか、大雨のときなど、どなたでも情報が届かなく

なる可能性があると思います。そのことを踏まえると、情報を伝達していくには、現

在あるあらゆる手段を活用して複合的に行っていくことが重要ではないかと考えてお

ります。 

 詳細につきましては、総務課長から答弁をさせます。 

議長（土屋春江君）  長坂総務課長。 

総務課長（長坂徳三君）  現在、町民への情報を伝達する手段として考えられる方法といたし

ましては、１つとして有線放送によるもの。これは里地域の加入者が対象となります。

２つ目が音声告知放送。これは、蓼科区及び中尾、美上下の集落の皆さんが対象でご

ざいます。３つ目が防災行政無線。これは、中尾、美上下、位北の屋外の方、また公

民館等が対象となっております。それと、緊急エリアメール。これは、町内にある携

帯電話が対象でございます。ただし、流せる情報が緊急情報のみの発信ということに

なります。次が、町のホームページになります。これは、閲覧者のみが対象というこ

とになります。それとケーブルテレビ。これは加入者で情報提供チャンネルを視聴し

ている方のみということになります。最後が、消防団による広報車や戸別訪問による

ものということになります。 

 そのような対応が考えられるわけですが、全ての方が対象になる方法は現在ござい

ません。災害時にはあらゆる手段を活用して、複合的に行っていくことにより全ての

方に情報が伝わるように努めてまいります。 

 先ほど議員さんからもお話がありましたとおり、平成29年度予算、来年度の予算で

は、情報伝達のもう一つの手段といたしまして、行政情報や災害情報をスマートホン

のアプリを活用して受け取ることができるシステムの導入を計上をいたしました。有

線放送などがない家庭でも、雨などによる行事日程の変更などの行政情報や災害情報

などをスマートホンのアプリから受け取ることが可能となり、きめ細かな情報伝達が

可能になると考えております。また、このアプリを使用すると、県外にいる方でも情

報を受けられるようになり、町の現状を知ることができるようになると思っておりま

す。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  １番、今井英昭君。 

１番（今井英昭君）  なかなか100％情報格差をなくすということは難しい。その中でどのよ

うなところを着地点に構想しているのかという部分の質問でしたが、そういったこと

で、今、現状はわかりました。その上で、あとはどこまで情報格差、情報を知らない

人がいない100％を目指すのかという部分がポイントになってくると思いますので、

来年度の予定の防災アプリですとか、その他いろいろ考えられていると思いますので、

複合的に今後も決めていっていただきたいのと、あと第５次振興計画におきましては、

Ｊアラート、防災無線等の防災情報を伝達するシステムの整備、充実を図り、防災等
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の情報提供体制を確立するものとなっております。 

 そういった観点からも情報格差がない、また、この情報も、例えば霜情報なんかも

ＪＡの有線放送で流れていますが、発表されてからなのでちょっと時間的に難しいか

もしれないですが、家の中に入ってからこの霜情報が流れるという部分も町民の方か

ら声を出ています。ですので、発表されてから速やかに、こういった防災行政無線も

活用しながら、今後も活用していっていただければと思います。 

 次の質問に移ります。エネルギーの供給が完全停止した場合の対策は。 

 これは、第５次振興計画において、災害発生時の避難所等で使用する防災資材、備

品を必要量確保し、有事に備えることになっており、ここ数十年の大規模災害を見る

と、あらゆるインフラは遮断され、復旧までにそれなりに時間を要しています。その

インフラ内の水などにつきましては、ほかのエリアから手軽に運搬できるもの、また、

手軽に備蓄できるものは供給できると思いますが、電気に関しましては、バッテリー

を運ぶか、または発電機の配置が必要だと、そういった選択肢があると思います。今

回は、電気と熱に限った質問を続けます。 

 当町に入ってくるエネルギー、このエネルギーは化石燃料、ガソリンですとかＬＰ

Ｇを指しますが、完全にシャットアウトされた場合、どのような対策の計画があるの

か伺います。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 大きな災害によりエネルギーの供給が完全に停止してしまった場合、住民生活にも、

また行政運営にも大きな打撃となり、それぞれの対策を考えなくてはいけないという

ふうに思っております。 

 １つ目が住民生活の確保であり、２つ目が行政の継続であります。限られた職員で

対応することになりますが、有事に備えた対策を整えてまいりたいと思います。 

 詳細については、総務課長より答弁をさせます。 

議長（土屋春江君）  長坂総務課長。 

総務課長（長坂徳三君）  エネルギーの供給が完全に停止してしまった場合、当然ではありま

すが、供給元に早期復旧を要請することになります。電力については中部電力へ協力

要請をし、ガスについてはＬＰガス協会と協定を締結しておりますので、供給及び設

備工事、保安要員の動員を要請をいたします。石油等燃料については、地元の販売業

者の皆様に、在庫の計画的な販売及び早期復旧をお願いすることになります。さらに、

このような災害の場合は、長野県災害対策本部へ連絡をし、内閣府及び自衛隊に応援

を求めることになります。その応援が整うまでの間を想定して、立科町地域防災計画

では、食料等の家庭内備蓄を推奨しております。ぜひ、各家庭で備蓄をお願いしてま

いりたいと思います。 

 ２つ目が行政の継続です。災害時に行政も被災し、職員、物、情報等の利用が制限
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される中、優先的に実施すべき業務を特定し、執行体制や対応基準などを定めた業務

継続計画、ＢＣＰと言われるものですが、これを作成していく予定であります。停電

が長期になる場合は、町災害対策本部が設置される役場庁舎に、車載発電機の設置を

中部電力に要請をいたします。その電源が確保されるまでの間は、役場庁舎には太陽

光パネル及び蓄電池から電力を供給し、可能な業務を続けることになります。また、

防災行政無線による情報伝達は、親局には発電装置が、子局には蓄電池が内臓されて

おり、72時間以上利用できることになっております。 

 いずれにいたしましても、立科町地域防災計画に燃料の遮断についての記載があり

ませんでしたので、平成29年度、来年度、改正を予定しておりますので、この辺につ

いても十分検討をしていきたいと考えております。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  １番、今井英昭君。 

１番（今井英昭君）  現状は計画に入っていないということでしたので、29年度につきまして

は、ガソリンにつきましては、今、答弁の中では民間のガソリン屋さんのほうで備蓄

ということで話がありましたが、庁舎内にもそれなりの備蓄も必要だと思いますので、

その点につきましても、また検討していただければと。 

 あと、発電機につきまして、今、中電のほうからそういったときは運ばれるという

話もありましたが、そういった部分も協定自体は重要だと思いますが、その中電の発

電機すらが入ってこないことも想定があると思います。そういったときに、この件の

続きで、化石燃料に頼らない再生可能エネルギーの活用も考えておく必要があると思

います。 

 万一のときのエネルギー対策としては、どれが正しいということはないと思います

が、有力な方法に木質バイオマスエネルギーの導入が考えられます。この手法だと、

当町に豊富にあります木材のみ用意できれば、熱源また発電の両方がつくることが可

能になるため、防災の面からもぜひ町としてこのバイオマスエネルギーの導入を検討

すべきだと思いますが、そのことについての考えを求めます。 

議長（土屋春江君）  長坂総務課長。 

総務課長（長坂徳三君）  お答えをいたします。 

 木質バイオの導入についてのご提案でございますけれども、有事の際の利便性や維

持管理、あるいはランニングコスト等、また平時の活用方法など、広範にわたって検

討していく必要があるかと思っております。しかしながら、その検討もまだできてお

りませんので、現在の段階では導入ということは考えておりません。 

議長（土屋春江君）  １番、今井英昭君。 

１番（今井英昭君）  このバイオマスエネルギーを平時のときなんかは、当然、常時使えるよ

うな施設にしておけば、いざというときには非常時のときに使えるっていうような仕

組みづくりにすれば、ランニングコストなんかも抑えられますので、イニシャルも抑



62 

えられると思いますので、検討はしていただきたいと思います。 

 次に移ります。消防団が平日昼間に、町内にいる人数について把握しているのか。

そのときの有事対応手段についてガイドラインがあるのか。 

 現在、380名あまりの消防団の方は、年間スケジュールから出初式、春・秋の火災

予防、操法大会の練習大会、年末の夜警、そしていざ起きてしまったときの災害の出

動等、消防団に所属されている方は、消防団のスケジュールによって個々の年間スケ

ジュールを決めていくと言っても過言ではないくらい過密な年間行事が入っており、

そのことに協力していただいていることに敬意を表しますが、実際に消防団の方が平

日昼間に町内にいる人数について町として把握されているのか、また、そのときの有

事対策の手段についてのガイドラインができているのか伺います。 

 なお、平日町内にいないという理由で、消防団自体の不評論を質問していることで

はないことをつけ加えておきます。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをします。 

 平成29年２月末現在、全団員数は374名で、団員名簿によると、立科町以外の事業

所の勤務者は194名で、残り180名が町内勤務となりますが、町内事業所からほか市町

村の現場に出勤する者等も含まれ、常に町内にいる人数とは限っておりません。また、

有事対応手段についてガイドラインはありませんが、消防団長の命令により各分団の

応援体制は整えられております。 

 詳細については、総務課長よりご説明をさせていただきます。 

議長（土屋春江君）  長坂総務課長。 

総務課長（長坂徳三君）  ご説明申し上げます。 

 有事の対応についてでございますが、火災の場合は、火災の規模、状況、集合団員

数などにより第一出動から第二出動、第三出動へと消防団長が命令をいたします。災

害現場等で団員が不足する場合、分団長から町の消防本部へ連絡をすることになって

おり、その場合は、他の分団へ応援命令をかけるようにしております。例えば、蓼科

区で豪雨があり土のうが不足すれば、近隣の古町分団へ対応するよう団長が命令する

ことになります。 

 また、分団によっては、昼間の団員不足を危惧して予備消防団などと称しまして、

自主防災組織の取り組みを進め、ポンプ操法の訓練をしているところもございます。

自分たちの地域はみずから守る自主防災組織の取り組みが一層重要になってきており

ますので、その設立の推進を行っていきたいと思っております。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  １番、今井英昭君。 

１番（今井英昭君）  昼間町内にいる方というのが、数字を見ると思った以上に多いといった

感想ですが、それでも、今答弁にもありました、半数の方が常にいるわけではなく、
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また、半数の方は不在ということから、いざというときのガイドライン、今答弁いた

だきましたが、そういった形で定めていると思いますが。 

 今、一部の地区におきましては、機械の操法のレクチャーもしているという、消防

団以外の方もしているという話もありましたが、平日昼間の有事の際にその地域にい

る確率の高い方っていうのは、消防団のＯＢの方が多くおいでになると思うんですが、

町として、一部の地域だけではなくて町全体として、こういったＯＢの方に機械の操

作などのレクチャーなどを考えていないのか、また、実際に有事の際に消防団以外の

方が活動をして負傷をしてしまった際の保険範囲について説明を求めます。 

議長（土屋春江君）  長坂総務課長。 

総務課長（長坂徳三君）  消防団以外の方に訓練をということでございますが、それぞれの団

によりまして、防災訓練等に合わせて行っているかと思います。また、行っていない

ようなところにつきましては、そういう取り組みを行うような要請をしていきたいと

思っています。 

 また、災害につきましては、公務災害補償制度というものがございまして、いざ災

害のときの民間協力者という形になります。その場合は、消防団員と同じように災害

の対象になるということです。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  １番、今井英昭君。 

１番（今井英昭君）  私もしばらくの間東京にいたということもありまして、消防団には入団

していませんでしたが、遅らばせながら、この４月に消防団として入団する予定です。

私も、災害予防に力を入れて活動していきたいと思っております。 

 次の質問に移ります。防災の観点から、大容量の太陽光設置場所のガイドラインを

つくるべきでは。 

 町内のあちこちで、いつの間にか野点の太陽光が設置されている光景を見かけるよ

うになり、この斜面に設置しても大丈夫か、安全面から見て大丈夫なのだろうかと心

配される箇所があります。 

 現在、立科町には太陽光設置に関してのガイドラインがなく、固定価格買取制度を

活用して数年前に申請してあり、これから大型の太陽光施設の工事が始まる可能性が

どこにでもあることから、町として、防災の観点から、地域住民とのトラブルも防ぐ

という意味も含めて、太陽光設置箇所のガイドラインが必要だと考えますが、町とし

ての見解について伺います。 

 こちらにつきましては、企画課長にお願いします。 

議長（土屋春江君）  遠山企画課長。 

企画課長（遠山一郎君）  大容量の太陽光の設置場所のガイドラインをつくるべきではという

ことでございますが、現在、立科町では開発基本条例によりまして、1,000平方メー

トル以上の開発については事業着手前に開発行為の届け出を提出していただいて、開
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発審議会の意見を聞いて適切な指導をすることとしております。 

 国の施策でもあります自然エネルギーの推進の名のもとに、あちこちで大規模な太

陽光発電施設が建設され、太陽光パネルによる景観や災害に対する懸念が広がってい

るのかと思います。 

 ご質問は防災の観点からということですが、開発工事の届け出の際には、計画地が

土砂災害危険区域でないことや雨水の処理や防災について確認をし、隣接地の土地所

有者の同意や地元地区への説明会の開催を求めております。現在、1,000平方メート

ル未満の開発については、規制の対象になっておりませんが、今後、何らかの規制が

必要にはなろうかと思っております。 

 ご提案のガイドラインにつきましては、上田市でも策定の動きがあるようですので、

近隣の状況も見ながら対応していきたいと思っております。 

議長（土屋春江君）  １番、今井英昭君。 

１番（今井英昭君）  このガイドラインについては、近隣市町村でも始まってきたり、また長

野県のほうでも議論されているようですので、町として景観条例も含めながら検討し

ていただければと思います。 

 次に、大項目の２、建設課に関する事業についてに移ります。 

 町営住宅について。入居状況と満足度について問う。 

 現在の町営住宅の入居率と、長期間で空いている部屋がある場合はどれぐらい秋期

間が続いているのか。また、そのときの空き部屋対策や募集、また現在入居されてい

る方のサービス向上のための満足度をどのように把握しているのか伺います。 

議長（土屋春江君）  米村町長、登壇の上、願います。 

町長（米村匡人君）  今、議員のご質問にあった入居状況と満足度についてというご質問にお

答えをさせていただきます。 

 町営住宅の現在の入居状況ですが、茂田井は14戸中、入居13戸で入居率が93％。細

谷が23戸中、入居21戸で入居率が91％。真蒲は20戸全て入居しており、子育て支援住

宅の芦田宿も８戸全てが入居しております。芦田宿南も16戸全て入居しており、いず

れも100％の入居率となっております。女神湖は10戸中３戸が入居をしておりますが、

残り７戸については政策的な空き家となっております。 

 空き家となっている茂田井と細谷の３戸ですが、いずれも中堅所得者向けの特定公

共賃貸住宅であり、低所得者向けの公共住宅とは異なり、ある程度所得のある方でも、

住宅に困窮している場合は入居できることとなっております。空き部屋となっている

期間ですが、短いもので４カ月間、長いもので２年となっております。入居募集につ

いては、町のホームページ等の掲載と定期的に毎月、有線放送にて周知をしていると

ころであります。 

 また、入居者への満足度調査等も行ってはいないというふうな報告を受けておりま

すが、入居者からの申し出については、修繕の要望だとか入居者同士のモラルやマ
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ナーについてのお話を担当課にいただいているところだというふうに、職員から聞い

ております。そういう中で、その都度、担当職員には対応するよう、また早期に解決

を図るよう指示を出しているところであります。 

議長（土屋春江君）  １番、今井英昭君。 

１番（今井英昭君）  入居率が高いということと、あと２年間空き部屋があるということで、

そういった部屋を活用するという意味で次の質問へ移っていきたいと思います。 

 移住者や就農者等を受け入れやすくするための入居条件を緩和する予定はないか。 

 現在、国が進めている地方創生の推進、また当町の重点指針でもあります「定住移

住したくなる町づくり」において、さまざまな施策が進められていると思いますが、

町外からの移住者の方が手軽に住める環境づくりも必要だと考えます。 

 例えば、特定公共賃貸住宅管理条例施行規則内の連帯保証人の条件として、町内に

住所を有する者または町長が特に認める者、この「認める者」という規定がどういっ

たものかはわからないですが、そういった条件になっております。そもそも、移住者

の中には、町内の知っていない方がいるということも想定されることから、民間の保

証会社でも対応すると入居状況の緩和も必要だと考えますが、その予定について伺い

ます。 

議長（土屋春江君）  片桐建設課長。 

建設課長（片桐栄一君）  お答えいたします。 

 まず、町営住宅でございますけれども、こちらは、そもそも住宅に困窮する低所得

者、あるいは中堅所得者の救済を目的としております。移住者や就農者のための受け

入れという部分で入居条件を緩和することは、当面のところ考えてはおりません。 

 しかしながら、入居条件が一致すれば、移住を希望される方でも町営住宅の入居は

可能となります。町営住宅の入居の条件でございますけれども、町民または入居決定

後に町民になること、住宅に困窮していること、所得に制限があるなどの条件がござ

います。 

 それから、連帯保証人の規制の緩和という議員さんのご提案でございますが、こち

らにつきましては、今後の研究に生かしてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  １番、今井英昭君。 

１番（今井英昭君）  今、答弁がありました町営住宅のポジションというんですか、立ち位置

というのは重々承知した上での質問だったんですが、２年間空いているという話でし

たので、この質問をいたしました。 

 いずれにいたしましても、移住者の方がこういった町営住宅も活用できるような条

件といいますか、条例規定なんかの見直しなんかも同時に、この「定住移住したくな

る町づくり」におきまして進められるのが望ましいと考えます。 

 次に、重点指針に掲げられている内容を進めるには、町営住宅の新設が必須ではな
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いか。 

 第５次振興計画におきましては、住環境の整備と定住移住の促進項目におきまして、

町営住宅の新規建設について財政状況やニーズ等を勘案して検討していくとなってお

ります。が、以前、町長は私の一般質問におきまして、「町営住宅の新規建設が必要

ではないか」という質問に対しての答弁は、「里エリアは考えていなく、蓼科区にお

きましては必要性について検討していく」と答弁がありました。重点施策の「定住移

住したくなる町づくり」と掲げられていますが、それを力強く進めるには、空き家住

宅対策も含めて、やはり町営住宅が必要だと強く感じますが、現在も考えは変わって

ないでしょうか。伺います。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  現在、町内でも民間でのアパート建設が増えてきているように感じてお

ります。民間でやっていただける部分については、民間にお願いをしたいというふう

に考えております。維持管理等の町の負担を考慮した中で、現在のところは町営住宅

の建設に関しては考えておりません。 

議長（土屋春江君）  １番、今井英昭君。 

１番（今井英昭君）  民間活用という答弁でしたが、今、今年度から移住者向け新築住宅補助、

定住者向け若者新築住宅補助が盛られておって、一定の成果はあったと思いますが、

移住していきなり家を建てるということが困難な場合、そういった方も多くいるとは

思いますが、まず手軽に住める環境づくりというものも必要だと思います。 

 町営住宅の建設がどうしても無理という場合におきましては、民間活用という概念

から、移住者の方が既存または新規のアパート等を借りるときに、所得などの条件、

町営住宅条件に合わせまして、その差金に対して町が補助をして、重点施策である

「定住移住したくなる町づくり」を目指すことも検討の一つだと思いますが、こうし

た補助について考えがあるのかどうか伺います。 

議長（土屋春江君）  米村町長。 

町長（米村匡人君）  お答えをさせていただきます。 

 移住者向け新築住宅補助、また定住者向け若者新築住宅補助は、ここで２年目とな

ります。現在は、これら補助を推進し、移住定住状況等を踏まえながら、ほかにどの

ような施策が打ち出せるか、補助ができるかということについては、研究をしていき

ながら検討をしていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  １番、今井英昭君。 

１番（今井英昭君）  町営住宅の新規は無理ということでしたら、せめてそういった補助も活

用しながら、移住定住という部分で進めていただけたらと思います。 

 次に移ります。社会資本整備事業の今後の予定について。 

 小学校線の推進をする理由と課題を問う。 
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 現在、小学校線は昨年度の続きで工事中となっており、以前、一般質問で、同じお

金を使うなら、ほかに使用したほうが町民にとって有益なところはまだまだあるとい

う理由から、南側の石碑を撤去してまで工事が必要かという質問をいたしましたが、

既にその石碑も北側に移動されており、工事が進められていることに大変残念に思っ

ているところですが、また、その石碑周辺におきましては、児童の送迎時の保護者の

車の待避所となっていた部分だと思います。その部分も今見ますと、面積も減少して

いて気になっているところです。 

 いずれにいたしましても、工事を進めたということは、以前、一般質問の中の答弁

でありました「学校側の要望も聞く」と答弁がありましたが、学校からの要望があっ

たということでいいのか説明を求めます。 

議長（土屋春江君）  片桐建設課長。 

建設課長（片桐栄一君）  お答えします。 

 町道小学校線の改良工事は、子供たちが安心して通園、通学ができるように、社会

資本整備総合交付金事業により、歩道・車道の整備とあわせ、町道沿いの小学校、保

育園の環境整備も実施をしているところでございます。平成28年度までに、たてしな

保育園から立科小学校入り口まで、延長にいたしまして280メーター整備が完了する

予定でございます。今回の工事区間での小学校の石碑の移動先につきましては、学校

並びに教育委員会と協議をし、学校側からの要望を踏まえて行ったものでございます。

平成29年度は、小学校から旧徳花苑までの延長約155メーターについてさらに整備を

進めてまいります。 

 課題ということでございますけれども、子供たちが安心して通園、通学ができるよ

う早期の完成を目指してまいりますので、町民、関係皆様のさらなるご理解とご協力

をお願いいたします。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  １番、今井英昭君。 

１番（今井英昭君）  先ほど私が質問をした内容につきましては、ちょっと確認ですが、石碑

をどこに動かすかという要望ではなくて、その石碑自体を動かしてまで道を広げたほ

うがいいという要望が学校側からあったということでいいか、再度確認いたします。 

議長（土屋春江君）  片桐建設課長。 

建設課長（片桐栄一君）  まず、歩道を整備するには、石碑が当たると。石碑の移動について

は必要だと、そういう形の中で小学校のほうと相談をさせていただいた結果、そのま

ま北側に中庭のほうに移動する案もございましたけれども、そちらよりは広い、みん

なの目につく部分に移動を願いたいということで、移動をしたものでございます。 

 歩道まで広げるについて、小学校のほうの要望があったかということにつきまして

は、工事を進める折に打ち合わせをさせていただいた中で要望等をいただいたと理解

をしております。 
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議長（土屋春江君）  １番、今井英昭君。 

１番（今井英昭君）  この問題につきましては、そういった現状だということで、次に移りま

す。 

 今後計画している大型工事区間はあるのかということで、社会資本整備総合交付金

が平成22年度より開始されており、国の交付金額の推移を見ますと、命と暮らしを守

るインフラ再構築、生活空間の安全確保を集中的に支援する防災安全交付金も含めて

見ると増額傾向にありまして、平成29年度の政府予算におきましては１兆9,997億円

となっており、活用の自由度が高い補助金でもあるため、ますます当町が早目早目に

創意工夫をした案を考え、計画的に提案していく必要があると思いますが、この補助

金の今後についてなんですが、どのようなところに活用していく予定なのか伺います。 

議長（土屋春江君）  片桐建設課長。 

建設課長（片桐栄一君）  お答えします。 

 今後の社会資本整備総合交付金により計画をしている大型工事区間でございますが、

現在進めております町道平林真蒲線の真蒲橋から県道牛鹿望月線まで、この間を町道

五本木前線改良工事として、延長が250メーター、車道幅員が５メーターとの計画で

整備をする予定でございます。既にこちらにつきましては、地元説明会、並びに地権

者への説明が済んでおりまして、平成29年度の秋口には工事着工を予定をしておりま

す。 

 また、道路ストック総点検や橋梁定期点検によりまして、修繕あるいは補修が必要

となっております道路、橋梁につきましても、社会資本整備総合交付金を活用してま

いりたいと考えております。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  １番、今井英昭君。 

１番（今井英昭君）  先ほどの答弁の内容以外にも、５カ年計画ですとか、３カ年計画でほか

にも計画は当然あると思いますが、上下水道の老朽化、また今日の一般質問でほかの

議員の方からも出ている地方公民館の老朽化に対する建てかえの際にも、この社会資

本整備総合交付金が充てることが可能だと思います。そのため、現在ある計画自体を

町全体として計画を練っていただいて、当町にどういった形の補助金を受けたらいい

のかという、建設課に限らずにほかの課とも連携をしていきながら施策が必要だと思

います。 

 今後、一般質問等でこの問題についても追いかけて質問をしていきたいと思ってお

ります。 

 次に移ります。通学路において、学校側から改善要望がある箇所と長期にわたり解

決できていない箇所を、教育委員会と連携して問題解決を行っているのか。 

 町中の通学路を見てみますと、国道、県道も含めて、歩道はあるけれど凹凸ができ

ていてつまずき・転倒のおそれがある箇所など問題点が幾つかあると思いますが、建
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設課と教育委員会が連携をして問題解決されているのかについて伺います。 

議長（土屋春江君）  片桐建設課長。 

建設課長（片桐栄一君）  お答えします。 

 改善要望等について拝見しますと、歩道の整備、あるいは危険箇所の改善等、この

ような要望があることは承知をしております。家屋が立ち並んでいる道路の歩道の整

備につきましては、家屋の移転等の課題がございますので、歩道整備の要望について

は早期での解決というのは困難なものがございます。また、国道、県道等についての

要望については、管理者でございます佐久建設事務所へその都度要請を行っていると

ころでございます。 

 いずれにいたしましても、問題解決に向け、今後も教育委員会や関係機関と連携を

図りながら進めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  １番、今井英昭君。 

１番（今井英昭君）  建設課と教育委員会が連携をしてということで、以前、同僚議員が一般

質問におきまして、通学路を教育委員会が見て回っているという答弁があったと思い

ます。そこに建設課も一緒に同行しているのか。また、ＰＴＡから教育委員会に要望

が出されたときに、そういった要望が建設課までちゃんと届いているのかについて説

明を求めます。 

議長（土屋春江君）  片桐建設課長。 

建設課長（片桐栄一君）  教育委員会が通学路を点検しているところには、建設課としては同

行はいたしておりません。ＰＴＡからの要望については、私も拝見をして承知をして

いるところでございます。 

議長（土屋春江君）  １番、今井英昭君。 

１番（今井英昭君）  教育委員会が通学路の点検のときには同行していないということでした

が、まさに建設課も関係してくるところで、その報告をまた後から聞くというのも二

度手間になりますので、こういったときには連携をしていただいて、またＰＴＡから

出てきたことというのは急ぎのものしかないと思います。今すぐ必要なもの、二、三

年後に言われたことをやっても、もう既に遅いという場合も考えられますので、教育

委員会と連携をして進めていただければと思います。 

 最後の質問に移ります。建設課にかかわる地元要望の状況は。 

 毎年または継続案件として区ごとに要望が提出されていると思いますが、年間の件

数と、主にどのような要望があるのか伺います。 

議長（土屋春江君）  片桐建設課長。 

建設課長（片桐栄一君）  お答えします。 

 地元からの要望につきましては、区長さん、部落長さんから、書面あるいは電話や

口頭でのものでございます。書面での町への要望数につきましては、過年度分も含め、
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現在32件ございます。このうち平成28年度で対応した件数は15件となっております。 

 内容につきましてはさまざまでございまして、舗装が傷んでいるとか、あるいは道

路を広げてほしいとか、道路沿いの側溝が壊れているので修繕をしてほしいとか、そ

の状況によっていろいろございます 

 要望をいただいた場合には、速やかに現場を職員が確認をいたしまして、緊急性、

それから危険性等あわせて、費用対効果等も検討、協議しながら対応を進めていると

ころでございます。 

 また、国道、県道についてもご要望がございますので、それにつきましては、佐久

建設事務所等の関係機関へその都度要請をしているところでございます。 

 以上です。 

議長（土屋春江君）  １番、今井英昭君。 

１番（今井英昭君）  道路工事に関しましては、立科町建設工事負担金徴収条例によって、受

益者である区または部落負担が町道区分の１級・２級は負担なしですが、３級と級外

はそれぞれ10％、20％と負担があります。この負担があることによって、地元からの

要望が出しづらいという部分の意見は聞いているのか。また、今の要望に対しての数

字を見ますと、半分は残ってしまっていると、未解決ということなんですが、その理

由がどこにあるのか伺います。 

議長（土屋春江君）  片桐建設課長。 

建設課長（片桐栄一君）  まず、工事負担でございますけれども、３級、町道は１割、級外は

２割ということで、こちらは、工事につきまして役場で発注をし、業者が施行した場

合の、その工事費に対しての負担というようなことになります。 

 特に負担が原因で要望がないというようなことは感じておりませんけれども、これ

が例えば地元施工で舗装が傷んでいる部分については、生コンで修繕をすると、地元

の皆さんが出て修繕をするというような場合におきましては、生コンの材料支給の補

助と、材料の補助というようなことも仕組みがございますので、そちらもご活用いた

だければと思います。 

 それから、件数ですけれども、これ、先ほどもご説明を申し上げましたけれども、

現場を確認した折に、緊急性あるいは危険性の高いものから進めているということで、

限られた財源の中で、最優先で対応しなければならないものについて順次進めさせて

いただいているということでございます。 

議長（土屋春江君）  １番、今井英昭君。 

１番（今井英昭君）  建設課に関しましては、インフラに関するところになっている重要な担

当課ということで、どちらかといえば大きな資金が必要となってくる部署だと思いま

す。その上で、今日取り上げました社会資本整備交付金などの補助金を、建設課だけ

ではなくて町全体として上手に活用していくために、どのようなプランをつくってい

くのか、また、それを次世代にどのようにつなげていくのかということを期待をいた
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しまして、私の質問を終わりにします。 

議長（土屋春江君）  これで、１番、今井英昭君の一般質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 本日はこれで散会します。お疲れさまでした。 

（午後４時45分 散会） 

 


